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A-1（転入・ファミリー世帯）

I．調査の概要（全体） 

１. 概要 

尼崎市総合計画（第５次）の策定から６年が経過し、その点検及び次期総合計画の検討

に向け、本市が最重要課題として位置付けている「ファミリー世帯の定住・転入の促進」

に向けたファミリー世帯の意向調査を実施した。

対象は、①近隣他都市（西宮市、伊丹市、宝塚市、神戸市、大阪市、豊中市）から転入

した世帯、②近隣他都市へ転出した世帯、③尼崎市で市内間転居した世帯の尼崎市に対す

るイメージや転居の際重視した項目、居住意向などを把握することにより、今後の本市の

定住・転入施策の展開や構築に資するため、アンケート調査を実施した。

２. 調査対象及び抽出人数 

平成 26年または平成 27年以降に近隣他都市からの転入・近隣他都市への転出、また市
内間転居をした世帯（計 6,000世帯）を対象とする。
異動種別 調査票 世帯種別 対象数 回答数 回収率

転入
A 子育てファミリー世帯 1,100件 436件 39.6%

B 若年夫婦世帯 900件 387件 43.0%

転出
C 子育てファミリー世帯 1,100件 328件 29.8%

D 若年夫婦世帯 900件 203件 22.6%

市内転居
E 子育てファミリー世帯 1,100件 432件 39.3%

F 若年夫婦世帯 900件 347件 38.6%

合計 6,000件 2,133件 35.6%

※子育てファミリー世帯：移動日において中学３年生以下の子どもをもつ世帯（妻の年齢 20
～49歳）。平成 27年～令和元年の間の移動者が対象。
※若年夫婦世帯：異動日において夫婦２人の世帯（妻の年齢 20～39歳）。平成 26年～平成 30
年の間の移動者が対象。

なお、このアンケート報告書では、転入・子育てファミリー世帯に対するアンケート（調

査票 A）についての結果を記載している。

３. 実施方法 

郵送による。

４. 発送～回収時期 

令和２年１月６日（月）～１月 20日（月）
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II．調査の結果 

１. 尼崎市のイメージ 

(1) 問１ 印象イメージ 

① 全体的なイメージ 

尼崎市に住む前は、「やや悪い」の割合が最も高く 42.2%となっている。次いで、「ふつ
う（27.1%）」、「悪い（17.7%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「良い」の割合が 8.3%、「やや良い」の割合が 33.9％と、
住む前よりも大幅に上昇しており、住んだ後にはイメージが大幅に向上していることがう

かがえる。

属性別に見ると、居住地別では大庄地区と立花地区で、転入後のイメージが「良い」と

いう回答の比率が全体に比べて特に高い。一方、子どものいる世帯のうち、中学生のいる

世帯では、「やや悪い」という回答の比率が全体の比率を大きく上回っているほか、今後の

居住意向別にみると尼崎市外に移りたい、という人は全体に比べて「やや悪い」「悪い」と

いう回答の比率が高くなっている。

図表 A－ 1 全体的なイメージ 

全体よりも 10 ポイント以上大きい値については白抜き、5 ポイント以上大きい値は網掛け、10 ポイント以上小さい値は 

斜体太字、5 ポイント以上小さい値は下線太字で表記している（以下同様）。  
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合計 良い やや良い ふつう やや悪い 悪い 不明

全体 436 8.3 33.9 39.0 11.2 3.0 4.6
中央地区 22 0.0 36.4 45.5 9.1 4.5 4.5
小田地区 52 7.7 46.2 25.0 11.5 3.8 5.8
大庄地区 18 16.7 33.3 44.4 5.6 0.0 0.0
立花地区 57 14.0 35.1 38.6 10.5 1.8 0.0
武庫地区 59 6.8 30.5 39.0 13.6 1.7 8.5
園田地区 115 8.7 34.8 43.5 7.0 0.9 5.2
男性・35歳未満 41 14.6 24.4 41.5 9.8 7.3 2.4
男性・35歳以上 102 6.9 34.3 37.3 16.7 2.0 2.9
女性・35歳未満 63 11.1 34.9 39.7 7.9 1.6 4.8
女性・35歳以上 79 3.8 35.4 50.6 10.1 0.0 0.0
未就学児 336 8.6 33.3 39.6 10.7 3.0 4.8
小学生 115 7.8 35.7 36.5 13.0 1.7 5.2
中学生 26 7.7 30.8 34.6 23.1 0.0 3.8
その他 13 7.7 23.1 38.5 30.8 0.0 0.0
ずっと住み続けたい 136 8.8 42.6 37.5 5.9 0.0 5.1
当分の間は住み続けたい 196 8.2 32.1 42.9 9.7 1.5 5.6
尼崎市内で移りたい 17 17.6 47.1 17.6 5.9 5.9 5.9
尼崎市外に移りたい 31 6.5 12.9 29.0 35.5 16.1 0.0
転勤等、仕事の都合による 23 4.3 30.4 39.1 17.4 8.7 0.0
わからない 31 6.5 19.4 45.2 19.4 6.5 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問1　尼崎市に転入後のイメージ（全体）

F1　現住所（市
内地区）

F4　回答者年齢
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転入の前後のイメージの差は、「向上」の割合が最も高く 64.4%となっている。次いで、
「変化なし（25.9%）」、「悪化（3.4%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別で武庫地区と園田地区で「向上」の割合が全体に比べて特に

高くなっている。

図表 A－ 2 転入前後イメージの差 

向上
64.4%

変化なし
25.9%

悪化
3.4%

不明
6.2%

(n=436)

合計 向上 変化な
し

悪化 不明

全体 436 64.4 25.9 3.4 6.2
中央地区 22 50.0 36.4 4.5 9.1
小田地区 52 61.5 23.1 7.7 7.7
大庄地区 18 66.7 33.3 0.0 0.0
立花地区 57 59.6 35.1 3.5 1.8
武庫地区 59 74.6 15.3 1.7 8.5
園田地区 115 75.7 16.5 1.7 6.1
男性・35歳未満 41 65.9 24.4 7.3 2.4
男性・35歳以上 102 66.7 28.4 2.0 2.9
女性・35歳未満 63 63.5 25.4 3.2 7.9
女性・35歳以上 79 65.8 31.6 1.3 1.3
未就学児 336 65.8 24.4 3.6 6.3
小学生 115 61.7 27.8 4.3 6.1
中学生 26 65.4 26.9 3.8 3.8
その他 13 61.5 38.5 0.0 0.0

F4　子ども

問1　転入前後イメージの差（全
体）

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢
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② 通勤の利便性 

尼崎市に住む前は、「ふつう」の割合が最も高く 34.6%となっている。次いで、「良い
（32.1%）」、「やや良い（24.5%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「良い」の割合が 47.5%、「やや良い」の割合が 28.9%と住
む前よりも向上しており、住んだ後には住む前に思っていたよりも通勤の利便性が良いと

感じている人が多いことがうかがえる。

図表 A－ 3 通勤の利便性 

③ 買い物の利便性 

尼崎市に住む前は、「ふつう」の割合が最も高く 48.6%となっている。次いで、「やや良
い（23.9%）」、「良い（19.0%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「良い」の割合が 45.2%、「やや良い」の割合が 29.8%と住
む前よりも大幅に向上しており、住んだ後には住む前に思っていたよりも買い物の利便性

が良いと感じている人が多いことがうかがえる。

図表 A－ 4 買い物の利便性 
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④ 子どもの学力 

尼崎市に住む前は、「ふつう」の割合が最も高く 34.2%となっている。次いで、「やや悪
い（33.9%）」、「悪い（26.1%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「ふつう」の割合が 56.4%と上昇しており、「やや悪い」の
割合が 24.1%、「悪い」の割合が 9.6%と低下していることから、住む前に比べて子どもの
学力に関するイメージがやや向上していることがうかがえる。

図表 A－ 5 子どもの学力 

⑤ 治安・マナー 

尼崎市に住む前は、「悪い」の割合が最も高く 43.3%となっている。次いで、「やや悪い
（38.5%）」となっており、比較的悪いイメージを抱く人が 81.8%に上っている。
一方で、尼崎市に住んだ後は、「ふつう」の割合が 43.1%と大幅に上昇し、「やや悪い」
の割合が 33.3%、「悪い」の割合が 12.6%と、比較的悪いイメージを抱く人は 45.9%で半
数以下となっており、住んだ後にはイメージが大幅に向上していることがうかがえる。

図表 A－ 6 治安・マナー 
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⑥ 身近な緑や自然 

尼崎市に住む前は、「ふつう」の割合が最も高く 47.9%となっている。次いで、「やや悪
い（31.9%）」、「悪い（11.7%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「やや良い」の割合が 25.9%と大幅に上昇しており、「やや
悪い」の割合が 13.3%と低下していることから、住んだ後にはイメージが向上しているこ
とがうかがえる。

図表 A－ 7 身近な緑や自然 

⑦ 大気などの環境 

尼崎市に住む前は、「やや悪い」の割合が最も高く 46.8%となっている。次いで、「ふつ
う（28.7%）」、「悪い（19.7%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「やや悪い」の割合が 21.1%と半減しており、「ふつう」の
割合が 61.7%と上昇していることから、住んだ後にはイメージが向上していることがうか
がえる。

図表 A－ 8 大気などの環境 
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⑧ 地域のつながり 

尼崎市に住む前は、「ふつう」の割合が最も高く 65.8%となっている。次いで、「やや悪
い（16.7%）」、「やや良い（8.7%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「やや良い」の割合が上昇し 19.7%となっており、「やや悪
い」の割合が 8.5%と低下していることから、住んだ後にはイメージがやや向上している
ことがうかがえる。

図表 A－ 9 地域のつながり 

⑨ 子育て環境・支援 

尼崎市に住む前は、「ふつう」の割合が最も高く 57.1%となっている。次いで、「やや悪
い（21.6%）」、「悪い（10.8%）」となっている。
一方、尼崎市に住んだ後は、「やや良い」の割合が 21.3%と上昇しており、住む前に比
べややイメージが向上していることがうかがえる。

図表 A－ 10 子育て環境・支援 
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２. 転居の理由や背景 

(1) 問２ 尼崎市に引っ越すことになった一番大きなきっかけ 

「住宅の問題（間取り、家賃、設備など）」の割合が最も高く 32.8%となっている。次い
で、「親・親族との同居・近居のため（27.1%）」、「就職・転職・転勤など仕事のため（13.3%）」
となっている。

図表 A－ 11 尼崎市に引っ越すことになった一番大きなきっかけ 

(2) 問３ 引っ越し時点でどれくらいの期間、現在の家に住もうと考えていたか 

「しばらくは住み続けるつもり」の割合が最も高く 70.6%となっている。次いで、「転
勤等、仕事の都合による（7.8%）」、「今後、より希望にあう住宅が見つかるまで（6.2%）」
となっている。

図表 A－ 12 引っ越し時点でどれくらいの期間、現在の家に住もうと考えていたか 
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(3) 問４ 引っ越しを検討した場所 

① 路線 

「阪急神戸線」の割合が最も高く 28.2%となっている。次いで、「JR神戸線（19.3%）」、
「JR宝塚線（11.7%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別では、それぞれ現在の居住地に近い沿線を選択している割合

が高くなっているが、立花地区、武庫地区では特に阪急線が、中央地区、大庄地区では特

に阪神線が選ばれている。

図表 A－ 13 路線 
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合計 阪急神
戸線

阪急宝
塚線

阪急今
津線

阪急伊
丹線

阪神本
線

阪神な
んば線

JR神戸
線

全体 436 28.2 11.0 3.7 9.9 9.2 1.6 19.3
中央地区 22 9.1 0.0 0.0 0.0 18.2 13.6 13.6
小田地区 52 21.2 5.8 0.0 3.8 5.8 0.0 21.2
大庄地区 18 5.6 0.0 11.1 11.1 38.9 5.6 22.2
立花地区 57 35.1 8.8 3.5 17.5 3.5 1.8 17.5
武庫地区 59 35.6 13.6 11.9 13.6 8.5 0.0 10.2
園田地区 115 20.0 13.0 1.7 6.1 6.1 0.9 20.0
男性・35歳未満 41 22.0 12.2 0.0 7.3 7.3 0.0 14.6
男性・35歳以上 102 28.4 10.8 4.9 14.7 10.8 2.0 20.6
女性・35歳未満 63 20.6 6.3 4.8 7.9 9.5 1.6 9.5
女性・35歳以上 79 20.3 8.9 5.1 3.8 8.9 2.5 13.9
未就学児 336 24.1 10.4 3.3 8.6 8.3 1.2 16.4
小学生 115 22.6 7.8 5.2 7.8 7.0 0.9 11.3
中学生 26 30.8 0.0 3.8 11.5 7.7 3.8 30.8
その他 13 46.2 0.0 7.7 30.8 15.4 0.0 23.1

F1　現住所
（市内地区）

F4　子ども

F4　回答者年
齢

問4　引越を検討した場所（路線）

JR宝塚
線

JR東西
線

その他 不明

全体 11.7 3.4 9.2 42.4
中央地区 0.0 0.0 0.0 59.1
小田地区 11.5 5.8 5.8 53.8
大庄地区 0.0 0.0 0.0 44.4
立花地区 7.0 3.5 5.3 38.6
武庫地区 1.7 0.0 8.5 30.5
園田地区 17.4 4.3 12.2 36.5
男性・35歳未満 12.2 2.4 7.3 41.5
男性・35歳以上 12.7 3.9 10.8 28.4
女性・35歳未満 4.8 3.2 4.8 54.0
女性・35歳以上 8.9 3.8 7.6 48.1
未就学児 7.7 3.3 8.0 41.1
小学生 7.8 3.5 6.1 47.8
中学生 11.5 7.7 0.0 42.3
その他 15.4 0.0 0.0 38.5

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども
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② 最寄り駅 

「阪急西宮北口駅」の割合が最も高く 11.7%となっている。次いで、「阪急伊丹駅（7.1%）」、
「JR伊丹駅（6.0%）」となっている。
また、属性別に見ると、阪急西宮北口駅は、特に武庫地区への転入者が選択している割

合が高くなっている。

図表 A－ 14 最寄り駅 
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合計 阪急西
宮北口
駅

阪急伊
丹駅

JR伊丹
駅

阪急塚
口駅

JR西宮
駅

JR甲子
園口駅

阪急豊
中駅

全体 436 11.7 7.1 6.0 3.4 3.4 3.0 2.8
中央地区 22 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0
小田地区 52 7.7 3.8 5.8 5.8 5.8 3.8 3.8
大庄地区 18 0.0 5.6 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0
立花地区 57 15.8 14.0 3.5 5.3 1.8 3.5 3.5
武庫地区 59 18.6 10.2 0.0 6.8 3.4 3.4 1.7
園田地区 115 9.6 5.2 13.0 2.6 2.6 2.6 4.3
男性・35歳未満 41 12.2 7.3 9.8 7.3 0.0 7.3 0.0
男性・35歳以上 102 13.7 10.8 7.8 2.9 3.9 3.9 4.9
女性・35歳未満 63 15.9 7.9 3.2 3.2 3.2 1.6 3.2
女性・35歳以上 79 10.1 2.5 6.3 1.3 1.3 0.0 3.8
未就学児 336 12.2 7.1 5.4 3.6 3.0 3.9 3.6
小学生 115 9.6 3.5 4.3 3.5 1.7 0.9 0.9
中学生 26 19.2 15.4 7.7 0.0 11.5 3.8 0.0
その他 13 23.1 15.4 7.7 0.0 7.7 0.0 0.0

問4　引越を検討した場所（駅）

F4　子ども

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

宝塚駅
（阪
急・
JR）

阪神甲
子園駅

阪神西
宮駅

阪急武
庫之荘
駅

阪急夙
川駅

JR塚口
駅

阪急園
田駅

川西能
勢口駅
（阪
急・
JR）

全体 2.5 2.5 2.1 1.8 1.6 1.6 1.4 1.4
中央地区 0.0 9.1 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
小田地区 3.8 1.9 0.0 1.9 0.0 3.8 3.8 0.0
大庄地区 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
立花地区 1.8 1.8 1.8 7.0 7.0 3.5 0.0 1.8
武庫地区 3.4 3.4 3.4 3.4 0.0 0.0 1.7 1.7
園田地区 2.6 1.7 0.0 0.0 0.9 1.7 0.9 2.6
男性・35歳未満 4.9 0.0 0.0 2.4 0.0 2.4 2.4 2.4
男性・35歳以上 1.0 2.9 2.9 1.0 3.9 1.0 0.0 2.0
女性・35歳未満 3.2 1.6 3.2 1.6 0.0 1.6 1.6 1.6
女性・35歳以上 0.0 5.1 2.5 3.8 0.0 1.3 1.3 0.0
未就学児 2.1 2.1 2.1 1.5 1.5 1.8 1.5 1.8
小学生 4.3 2.6 2.6 1.7 1.7 1.7 0.9 0.0
中学生 3.8 3.8 3.8 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 7.7 0.0 0.0 0.0 7.7 7.7 7.7 0.0

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども

野田・
海老江
駅（阪
神・
JR）

阪神鳴
尾・武
庫川女
子大前
駅

その他 不明

全体 1.4 1.4 40.4 48.4
中央地区 4.5 9.1 18.2 63.6
小田地区 0.0 0.0 40.4 51.9
大庄地区 0.0 5.6 38.9 50.0
立花地区 0.0 0.0 42.1 43.9
武庫地区 0.0 1.7 45.8 32.2
園田地区 3.5 0.9 46.1 46.1
男性・35歳未満 0.0 2.4 36.6 46.3
男性・35歳以上 2.9 1.0 49.0 37.3
女性・35歳未満 3.2 1.6 25.4 54.0
女性・35歳以上 0.0 2.5 36.7 54.4
未就学児 1.8 1.5 39.9 45.5
小学生 0.0 1.7 37.4 56.5
中学生 0.0 0.0 23.1 53.8
その他 0.0 0.0 30.8 53.8

F4　子ども

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢
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③ 自治体 

「西宮市」の割合が最も高く 33.9%となっている。次いで、「伊丹市（21.3%）」、「大阪
市（13.8%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別では、西宮市に隣接している大庄地区、武庫地区では西宮市

を選択する割合が高く、一方で大阪市に近い中央地区、園田地区では大阪市を選択する割

合が高くなっている。また、武庫地区においては大阪市を選択する割合が低い一方で、阪

神 6市を選択する割合が高くなっている。

図表 A－ 15 自治体 
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合計 西宮市 伊丹市 大阪市 豊中市 宝塚市 神戸市 その他

全体 436 33.9 21.3 13.8 8.9 7.1 11.9 6.4
中央地区 22 27.3 4.5 22.7 0.0 0.0 9.1 0.0
小田地区 52 19.2 11.5 15.4 5.8 1.9 7.7 5.8
大庄地区 18 50.0 11.1 5.6 0.0 0.0 16.7 11.1
立花地区 57 35.1 22.8 10.5 5.3 5.3 10.5 10.5
武庫地区 59 50.8 33.9 5.1 13.6 23.7 16.9 3.4
園田地区 115 27.0 20.9 19.1 14.8 6.1 15.7 8.7
男性・35歳未満 41 34.1 19.5 9.8 9.8 12.2 14.6 7.3
男性・35歳以上 102 36.3 31.4 12.7 6.9 10.8 10.8 6.9
女性・35歳未満 63 28.6 19.0 15.9 12.7 4.8 15.9 3.2
女性・35歳以上 79 35.4 12.7 15.2 10.1 3.8 7.6 8.9
未就学児 336 33.3 20.5 14.6 10.1 6.8 12.5 6.5
小学生 115 32.2 16.5 13.0 6.1 11.3 9.6 6.1
中学生 26 46.2 19.2 19.2 0.0 11.5 15.4 3.8
その他 13 53.8 38.5 7.7 0.0 15.4 23.1 0.0

問4　引越を検討した場所（自治体）

F4　子ども

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

不明

全体 36.7
中央地区 54.5
小田地区 51.9
大庄地区 33.3
立花地区 42.1
武庫地区 20.3
園田地区 29.6
男性・35歳未満 34.1
男性・35歳以上 32.4
女性・35歳未満 42.9
女性・35歳以上 40.5
未就学児 36.6
小学生 38.3
中学生 30.8
その他 38.5

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども
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(4) 問５ 転居先の決定にあたり重要視した項目 

転居の際重要視した項目については、「とても重要だった」「どちらかといえば重要だっ

た」の割合が、「通勤に便利（86.5%）」、「買い物に便利（86.0%）」、「最寄り駅・沿線に魅
力がある（79.4%）」の順に高くなっており、転入者は生活利便性の高さを重視する人が多
いことがうかがえる。

一方、「地名へのあこがれ（11.2%）」、「好きなショップ・施設がある（21.5%）」は「と
ても重要だった」「どちらかといえば重要だった」の割合が低く、重要度が低いことがうか

がえる。

それぞれの項目について属性別に見ると、「(1)最寄り駅・沿線に魅力がある」について
は、年齢別で 35 歳未満の女性は「とても重要だった」という回答の割合が全体に比べて
高い。また、居住意向別にみるとずっと住み続けたい、という人は全体に比べて「とても

重要だった」という回答の割合が高くなっている。

「(2)通勤に便利」については、居住地別では中央地区で、「とても重要だった」という
回答の比率が全体に比べて高い。

「(5)地名へのあこがれ」については、全体として「どちらかといえば重要ではなかった」
「全く重要ではなかった」の割合が 86.4%と非常に高く、尼崎市への転入者にとって重要
度は低いことがうかがえる。一方で、居住地別では、武庫地区において「どちらかといえ

ば重要だった」の割合が 22.0%と比較的高くなっている。
「(6)土地勘がある」「(7)親・きょうだい・親戚が近くに住む」については、居住地別で
武庫地区、園田地区では「とても重要だった」「どちらかといえば重要だった」の割合が全

体と比べて低く、武庫地区・園田地区への転入者は、地縁とは関係なく転入してきている

可能性が高いことがうかがえる。

「(9)治安がよい」「(10)住民のマナーがよい」については、居住地別で立花地区、武庫地
区、また年齢別では 35 歳未満の女性で「とても重要だった」の割合が全体と比べて高く
なっている。

「(13)市全体の教育レベルが高い」については、子どものいる世帯のうち、未就学児・
小学生では「どちらかといえば重要だった」という回答の比率が全体と同様に高いが、中

学生のいる世帯では「どちらかといえば重要だった」という回答の比率が全体と比べて低

く、「全く重要ではなかった」という回答の比率が 23.1%と全体の比率を大きく上回って
いる。
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図表 A－ 16 転居先の決定にあたり重要視した項目 
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合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 37.2 42.2 14.2 4.1 2.3
中央地区 22 13.6 68.2 9.1 4.5 4.5
小田地区 52 46.2 40.4 11.5 0.0 1.9
大庄地区 18 38.9 33.3 16.7 5.6 5.6
立花地区 57 43.9 45.6 7.0 3.5 0.0
武庫地区 59 33.9 40.7 18.6 3.4 3.4
園田地区 115 33.0 43.5 16.5 4.3 2.6
男性・35歳未満 41 22.0 46.3 24.4 7.3 0.0
男性・35歳以上 102 36.3 41.2 19.6 2.0 1.0
女性・35歳未満 63 49.2 38.1 9.5 1.6 1.6
女性・35歳以上 79 35.4 46.8 11.4 3.8 2.5
未就学児 336 37.2 44.0 12.8 3.9 2.1
小学生 115 33.9 43.5 13.9 4.3 4.3
中学生 26 42.3 34.6 15.4 7.7 0.0
その他 13 7.7 46.2 46.2 0.0 0.0
ずっと住み続けたい 136 42.6 40.4 10.3 5.1 1.5
当分の間は住み続けたい 196 35.7 44.4 14.8 2.0 3.1
尼崎市内で移りたい 17 41.2 35.3 23.5 0.0 0.0
尼崎市外に移りたい 31 22.6 41.9 29.0 3.2 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 30.4 52.2 13.0 4.3 0.0
わからない 31 35.5 35.5 9.7 16.1 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（１）最寄り駅・沿線に魅力が
ある

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 57.1 29.4 8.0 4.1 1.4
中央地区 22 63.6 27.3 4.5 0.0 4.5
小田地区 52 61.5 28.8 7.7 0.0 1.9
大庄地区 18 44.4 33.3 11.1 5.6 5.6
立花地区 57 61.4 21.1 12.3 3.5 1.8
武庫地区 59 47.5 39.0 3.4 8.5 1.7
園田地区 115 56.5 33.9 5.2 3.5 0.9
男性・35歳未満 41 51.2 34.1 7.3 7.3 0.0
男性・35歳以上 102 54.9 31.4 5.9 5.9 2.0
女性・35歳未満 63 65.1 23.8 6.3 3.2 1.6
女性・35歳以上 79 48.1 35.4 12.7 2.5 1.3
未就学児 336 58.9 28.3 7.7 3.9 1.2
小学生 115 49.6 33.9 12.2 2.6 1.7
中学生 26 38.5 38.5 11.5 7.7 3.8
その他 13 30.8 53.8 7.7 7.7 0.0
ずっと住み続けたい 136 61.8 27.2 8.1 1.5 1.5
当分の間は住み続けたい 196 56.1 31.6 6.6 4.6 1.0
尼崎市内で移りたい 17 47.1 23.5 29.4 0.0 0.0
尼崎市外に移りたい 31 41.9 41.9 9.7 3.2 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 65.2 26.1 4.3 4.3 0.0
わからない 31 54.8 19.4 6.5 16.1 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（２）通勤に便利

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢
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合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 34.4 51.6 10.6 1.8 1.6
中央地区 22 27.3 50.0 13.6 0.0 9.1
小田地区 52 36.5 53.8 5.8 0.0 3.8
大庄地区 18 27.8 44.4 22.2 0.0 5.6
立花地区 57 33.3 54.4 10.5 1.8 0.0
武庫地区 59 27.1 62.7 8.5 0.0 1.7
園田地区 115 37.4 47.8 11.3 2.6 0.9
男性・35歳未満 41 22.0 63.4 14.6 0.0 0.0
男性・35歳以上 102 30.4 53.9 10.8 2.9 2.0
女性・35歳未満 63 46.0 46.0 6.3 0.0 1.6
女性・35歳以上 79 40.5 43.0 12.7 2.5 1.3
未就学児 336 33.9 53.9 8.9 1.8 1.5
小学生 115 33.0 49.6 13.9 1.7 1.7
中学生 26 38.5 42.3 19.2 0.0 0.0
その他 13 7.7 61.5 30.8 0.0 0.0
ずっと住み続けたい 136 36.0 53.7 8.1 0.0 2.2
当分の間は住み続けたい 196 34.7 51.5 10.2 2.0 1.5
尼崎市内で移りたい 17 29.4 58.8 11.8 0.0 0.0
尼崎市外に移りたい 31 29.0 51.6 19.4 0.0 0.0
転勤等、仕事の都合による 23 30.4 47.8 17.4 4.3 0.0
わからない 31 35.5 45.2 6.5 9.7 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（３）買い物に便利

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 3.4 18.1 51.4 25.0 2.1
中央地区 22 9.1 13.6 45.5 22.7 9.1
小田地区 52 0.0 21.2 51.9 25.0 1.9
大庄地区 18 5.6 16.7 44.4 27.8 5.6
立花地区 57 5.3 29.8 35.1 28.1 1.8
武庫地区 59 0.0 11.9 55.9 30.5 1.7
園田地区 115 3.5 12.2 58.3 25.2 0.9
男性・35歳未満 41 0.0 14.6 63.4 22.0 0.0
男性・35歳以上 102 3.9 15.7 49.0 29.4 2.0
女性・35歳未満 63 6.3 20.6 42.9 28.6 1.6
女性・35歳以上 79 1.3 16.5 58.2 22.8 1.3
未就学児 336 3.0 18.5 51.5 25.3 1.8
小学生 115 4.3 21.7 53.9 18.3 1.7
中学生 26 7.7 19.2 42.3 26.9 3.8
その他 13 7.7 7.7 69.2 15.4 0.0
ずっと住み続けたい 136 3.7 22.8 49.3 22.1 2.2
当分の間は住み続けたい 196 3.1 15.3 54.6 25.0 2.0
尼崎市内で移りたい 17 0.0 11.8 52.9 35.3 0.0
尼崎市外に移りたい 31 3.2 12.9 51.6 29.0 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 4.3 26.1 52.2 17.4 0.0
わからない 31 6.5 19.4 38.7 32.3 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（４）好きなショップ・施設が
ある

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-19（転入・ファミリー世帯）

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 1.6 9.6 33.9 52.5 2.3
中央地区 22 0.0 4.5 31.8 54.5 9.1
小田地区 52 0.0 3.8 32.7 61.5 1.9
大庄地区 18 0.0 5.6 44.4 44.4 5.6
立花地区 57 1.8 10.5 42.1 43.9 1.8
武庫地区 59 5.1 22.0 28.8 42.4 1.7
園田地区 115 0.9 7.0 34.8 56.5 0.9
男性・35歳未満 41 2.4 4.9 36.6 56.1 0.0
男性・35歳以上 102 2.0 7.8 30.4 57.8 2.0
女性・35歳未満 63 4.8 14.3 28.6 50.8 1.6
女性・35歳以上 79 0.0 8.9 39.2 50.6 1.3
未就学児 336 1.8 9.8 35.7 50.9 1.8
小学生 115 0.0 7.8 38.3 52.2 1.7
中学生 26 0.0 15.4 34.6 46.2 3.8
その他 13 0.0 30.8 23.1 46.2 0.0
ずっと住み続けたい 136 2.9 12.5 33.1 49.3 2.2
当分の間は住み続けたい 196 0.5 9.2 39.3 48.5 2.6
尼崎市内で移りたい 17 0.0 0.0 23.5 76.5 0.0
尼崎市外に移りたい 31 3.2 6.5 29.0 58.1 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 0.0 13.0 39.1 47.8 0.0
わからない 31 3.2 3.2 12.9 77.4 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（５）地名へのあこがれ

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 12.2 29.8 25.7 30.3 2.1
中央地区 22 18.2 36.4 27.3 13.6 4.5
小田地区 52 21.2 34.6 15.4 26.9 1.9
大庄地区 18 22.2 27.8 22.2 16.7 11.1
立花地区 57 17.5 40.4 14.0 26.3 1.8
武庫地区 59 5.1 27.1 28.8 37.3 1.7
園田地区 115 6.1 24.3 34.8 33.9 0.9
男性・35歳未満 41 7.3 26.8 26.8 36.6 2.4
男性・35歳以上 102 10.8 23.5 28.4 35.3 2.0
女性・35歳未満 63 20.6 27.0 23.8 27.0 1.6
女性・35歳以上 79 8.9 39.2 22.8 29.1 0.0
未就学児 336 12.8 30.4 25.3 29.5 2.1
小学生 115 11.3 35.7 21.7 30.4 0.9
中学生 26 7.7 23.1 19.2 46.2 3.8
その他 13 0.0 38.5 30.8 30.8 0.0
ずっと住み続けたい 136 17.6 33.1 25.0 22.8 1.5
当分の間は住み続けたい 196 7.7 33.2 27.6 29.1 2.6
尼崎市内で移りたい 17 29.4 11.8 35.3 23.5 0.0
尼崎市外に移りたい 31 9.7 12.9 25.8 48.4 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 8.7 34.8 26.1 30.4 0.0
わからない 31 9.7 19.4 9.7 58.1 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（６）土地勘がある

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-20（転入・ファミリー世帯）

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 35.3 20.6 13.5 29.6 0.9
中央地区 22 40.9 22.7 13.6 18.2 4.5
小田地区 52 51.9 9.6 19.2 17.3 1.9
大庄地区 18 44.4 11.1 16.7 27.8 0.0
立花地区 57 49.1 21.1 5.3 22.8 1.8
武庫地区 59 27.1 18.6 10.2 44.1 0.0
園田地区 115 21.7 25.2 16.5 36.5 0.0
男性・35歳未満 41 22.0 24.4 12.2 41.5 0.0
男性・35歳以上 102 28.4 22.5 10.8 37.3 1.0
女性・35歳未満 63 39.7 22.2 17.5 19.0 1.6
女性・35歳以上 79 31.6 24.1 12.7 30.4 1.3
未就学児 336 36.0 21.7 14.9 26.8 0.6
小学生 115 35.7 18.3 14.8 30.4 0.9
中学生 26 23.1 3.8 15.4 53.8 3.8
その他 13 15.4 7.7 15.4 61.5 0.0
ずっと住み続けたい 136 38.2 20.6 15.4 24.3 1.5
当分の間は住み続けたい 196 33.7 23.5 13.3 29.1 0.5
尼崎市内で移りたい 17 52.9 17.6 0.0 29.4 0.0
尼崎市外に移りたい 31 22.6 19.4 6.5 48.4 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 21.7 13.0 21.7 43.5 0.0
わからない 31 45.2 12.9 12.9 29.0 0.0

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（７）親・きょうだい・親戚が
近くに住む

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 23.6 41.1 22.0 10.8 2.5
中央地区 22 40.9 36.4 9.1 4.5 9.1
小田地区 52 25.0 36.5 25.0 11.5 1.9
大庄地区 18 38.9 27.8 22.2 5.6 5.6
立花地区 57 24.6 31.6 24.6 17.5 1.8
武庫地区 59 11.9 49.2 27.1 10.2 1.7
園田地区 115 23.5 43.5 24.3 7.0 1.7
男性・35歳未満 41 17.1 43.9 26.8 12.2 0.0
男性・35歳以上 102 26.5 34.3 19.6 16.7 2.9
女性・35歳未満 63 20.6 49.2 20.6 6.3 3.2
女性・35歳以上 79 26.6 40.5 22.8 7.6 2.5
未就学児 336 22.9 41.1 22.6 11.3 2.1
小学生 115 23.5 40.9 20.0 13.0 2.6
中学生 26 30.8 30.8 26.9 7.7 3.8
その他 13 30.8 30.8 30.8 7.7 0.0
ずっと住み続けたい 136 25.7 31.6 26.5 14.7 1.5
当分の間は住み続けたい 196 20.4 49.0 20.4 6.6 3.6
尼崎市内で移りたい 17 35.3 41.2 17.6 5.9 0.0
尼崎市外に移りたい 31 22.6 32.3 25.8 16.1 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 21.7 39.1 21.7 17.4 0.0
わからない 31 29.0 41.9 12.9 12.9 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（８）同じ広さの住宅が安い

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-21（転入・ファミリー世帯）

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 24.3 52.3 14.9 6.2 2.3
中央地区 22 13.6 45.5 27.3 4.5 9.1
小田地区 52 15.4 57.7 15.4 9.6 1.9
大庄地区 18 33.3 38.9 11.1 11.1 5.6
立花地区 57 38.6 38.6 14.0 7.0 1.8
武庫地区 59 35.6 47.5 10.2 5.1 1.7
園田地区 115 20.0 57.4 18.3 3.5 0.9
男性・35歳未満 41 26.8 46.3 22.0 4.9 0.0
男性・35歳以上 102 17.6 57.8 14.7 7.8 2.0
女性・35歳未満 63 31.7 49.2 11.1 4.8 3.2
女性・35歳以上 79 27.8 46.8 20.3 3.8 1.3
未就学児 336 25.0 53.6 14.3 5.1 2.1
小学生 115 20.0 51.3 19.1 7.8 1.7
中学生 26 23.1 42.3 19.2 11.5 3.8
その他 13 23.1 38.5 38.5 0.0 0.0
ずっと住み続けたい 136 33.1 47.8 13.2 3.7 2.2
当分の間は住み続けたい 196 22.4 54.6 15.3 5.6 2.0
尼崎市内で移りたい 17 11.8 47.1 23.5 11.8 5.9
尼崎市外に移りたい 31 16.1 54.8 16.1 9.7 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 13.0 60.9 17.4 8.7 0.0
わからない 31 19.4 54.8 12.9 9.7 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（９）治安がよい

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 22.0 53.0 16.5 5.5 3.0
中央地区 22 22.7 36.4 18.2 13.6 9.1
小田地区 52 7.7 65.4 19.2 5.8 1.9
大庄地区 18 22.2 33.3 22.2 11.1 11.1
立花地区 57 31.6 42.1 21.1 3.5 1.8
武庫地区 59 28.8 52.5 11.9 5.1 1.7
園田地区 115 18.3 60.0 17.4 2.6 1.7
男性・35歳未満 41 24.4 46.3 26.8 2.4 0.0
男性・35歳以上 102 15.7 57.8 19.6 3.9 2.9
女性・35歳未満 63 28.6 46.0 15.9 6.3 3.2
女性・35歳以上 79 22.8 53.2 17.7 5.1 1.3
未就学児 336 22.9 54.5 15.5 4.2 3.0
小学生 115 15.7 49.6 26.1 6.1 2.6
中学生 26 19.2 46.2 23.1 7.7 3.8
その他 13 0.0 61.5 30.8 7.7 0.0
ずっと住み続けたい 136 28.7 50.7 16.2 1.5 2.9
当分の間は住み続けたい 196 20.4 54.1 18.4 4.1 3.1
尼崎市内で移りたい 17 11.8 47.1 17.6 17.6 5.9
尼崎市外に移りたい 31 16.1 54.8 16.1 9.7 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 13.0 60.9 17.4 8.7 0.0
わからない 31 22.6 51.6 6.5 16.1 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（10）住民のマナーがよい

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-22（転入・ファミリー世帯）

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 15.6 52.5 23.4 6.2 2.3
中央地区 22 9.1 40.9 27.3 13.6 9.1
小田地区 52 5.8 50.0 32.7 9.6 1.9
大庄地区 18 27.8 27.8 27.8 11.1 5.6
立花地区 57 21.1 49.1 22.8 5.3 1.8
武庫地区 59 22.0 64.4 8.5 3.4 1.7
園田地区 115 10.4 61.7 25.2 1.7 0.9
男性・35歳未満 41 7.3 61.0 26.8 4.9 0.0
男性・35歳以上 102 14.7 50.0 26.5 6.9 2.0
女性・35歳未満 63 17.5 47.6 25.4 6.3 3.2
女性・35歳以上 79 19.0 50.6 26.6 2.5 1.3
未就学児 336 15.5 54.8 22.3 5.4 2.1
小学生 115 19.1 47.0 25.2 7.0 1.7
中学生 26 15.4 53.8 19.2 7.7 3.8
その他 13 7.7 53.8 30.8 7.7 0.0
ずっと住み続けたい 136 14.7 61.0 19.1 2.9 2.2
当分の間は住み続けたい 196 17.3 50.5 25.5 4.6 2.0
尼崎市内で移りたい 17 5.9 41.2 23.5 23.5 5.9
尼崎市外に移りたい 31 19.4 45.2 19.4 12.9 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 8.7 52.2 30.4 8.7 0.0
わからない 31 16.1 41.9 29.0 9.7 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（11）自然や空気等の環境がよ
い

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 22.5 53.4 17.7 3.9 2.5
中央地区 22 27.3 50.0 9.1 4.5 9.1
小田地区 52 17.3 59.6 15.4 5.8 1.9
大庄地区 18 27.8 44.4 27.8 0.0 0.0
立花地区 57 35.1 43.9 15.8 3.5 1.8
武庫地区 59 20.3 62.7 11.9 3.4 1.7
園田地区 115 13.9 60.0 21.7 1.7 2.6
男性・35歳未満 41 14.6 65.9 17.1 2.4 0.0
男性・35歳以上 102 22.5 47.1 22.5 3.9 3.9
女性・35歳未満 63 27.0 50.8 12.7 6.3 3.2
女性・35歳以上 79 22.8 51.9 22.8 1.3 1.3
未就学児 336 24.4 56.0 14.6 2.7 2.4
小学生 115 20.9 51.3 22.6 3.5 1.7
中学生 26 15.4 26.9 42.3 11.5 3.8
その他 13 7.7 38.5 38.5 15.4 0.0
ずっと住み続けたい 136 22.8 59.6 14.0 2.2 1.5
当分の間は住み続けたい 196 23.5 49.5 20.4 3.6 3.1
尼崎市内で移りたい 17 17.6 52.9 11.8 11.8 5.9
尼崎市外に移りたい 31 32.3 48.4 12.9 3.2 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 13.0 69.6 13.0 4.3 0.0
わからない 31 16.1 41.9 29.0 9.7 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（12）公園がある

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-23（転入・ファミリー世帯）

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 10.3 45.2 32.6 9.2 2.8
中央地区 22 9.1 36.4 36.4 9.1 9.1
小田地区 52 5.8 42.3 40.4 9.6 1.9
大庄地区 18 5.6 22.2 61.1 5.6 5.6
立花地区 57 15.8 50.9 26.3 5.3 1.8
武庫地区 59 5.1 47.5 28.8 16.9 1.7
園田地区 115 4.3 53.9 33.0 6.1 2.6
男性・35歳未満 41 4.9 43.9 46.3 4.9 0.0
男性・35歳以上 102 5.9 47.1 33.3 11.8 2.0
女性・35歳未満 63 12.7 44.4 30.2 9.5 3.2
女性・35歳以上 79 8.9 44.3 38.0 6.3 2.5
未就学児 336 8.6 46.7 34.2 7.7 2.7
小学生 115 13.9 45.2 30.4 7.8 2.6
中学生 26 15.4 38.5 19.2 23.1 3.8
その他 13 0.0 38.5 30.8 30.8 0.0
ずっと住み続けたい 136 11.0 47.1 32.4 6.6 2.9
当分の間は住み続けたい 196 9.2 46.9 34.7 6.6 2.6
尼崎市内で移りたい 17 0.0 41.2 29.4 23.5 5.9
尼崎市外に移りたい 31 12.9 48.4 19.4 16.1 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 4.3 52.2 34.8 8.7 0.0
わからない 31 22.6 19.4 35.5 19.4 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（13）市全体の教育レベルが高
い

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 19.0 43.6 25.9 8.7 2.8
中央地区 22 31.8 13.6 36.4 9.1 9.1
小田地区 52 19.2 38.5 26.9 13.5 1.9
大庄地区 18 16.7 33.3 38.9 5.6 5.6
立花地区 57 24.6 56.1 15.8 3.5 0.0
武庫地区 59 23.7 40.7 23.7 10.2 1.7
園田地区 115 7.8 49.6 32.2 7.0 3.5
男性・35歳未満 41 14.6 48.8 31.7 4.9 0.0
男性・35歳以上 102 11.8 48.0 27.5 10.8 2.0
女性・35歳未満 63 19.0 42.9 23.8 11.1 3.2
女性・35歳以上 79 26.6 38.0 29.1 3.8 2.5
未就学児 336 17.9 43.5 27.7 8.0 3.0
小学生 115 25.2 42.6 22.6 6.1 3.5
中学生 26 26.9 38.5 15.4 19.2 0.0
その他 13 7.7 46.2 23.1 23.1 0.0
ずっと住み続けたい 136 19.1 46.3 28.7 2.9 2.9
当分の間は住み続けたい 196 19.9 41.8 26.5 8.7 3.1
尼崎市内で移りたい 17 5.9 52.9 17.6 17.6 5.9
尼崎市外に移りたい 31 16.1 51.6 16.1 16.1 0.0
転勤等、仕事の都合による 23 8.7 60.9 21.7 8.7 0.0
わからない 31 32.3 16.1 29.0 19.4 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（14）小学校・中学校区がよい

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-24（転入・ファミリー世帯）

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 8.7 33.3 40.6 14.4 3.0
中央地区 22 9.1 27.3 40.9 9.1 13.6
小田地区 52 3.8 36.5 44.2 13.5 1.9
大庄地区 18 5.6 33.3 50.0 5.6 5.6
立花地区 57 14.0 43.9 31.6 8.8 1.8
武庫地区 59 1.7 37.3 33.9 25.4 1.7
園田地区 115 7.0 33.0 45.2 12.2 2.6
男性・35歳未満 41 2.4 36.6 48.8 12.2 0.0
男性・35歳以上 102 6.9 30.4 38.2 20.6 3.9
女性・35歳未満 63 4.8 36.5 34.9 20.6 3.2
女性・35歳以上 79 10.1 34.2 46.8 7.6 1.3
未就学児 336 6.5 33.9 42.3 14.3 3.0
小学生 115 13.0 40.9 36.5 7.8 1.7
中学生 26 11.5 38.5 23.1 23.1 3.8
その他 13 0.0 30.8 38.5 30.8 0.0
ずっと住み続けたい 136 8.1 38.2 36.0 14.0 3.7
当分の間は住み続けたい 196 8.2 31.1 46.9 11.2 2.6
尼崎市内で移りたい 17 0.0 23.5 35.3 35.3 5.9
尼崎市外に移りたい 31 9.7 32.3 32.3 22.6 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 8.7 34.8 47.8 8.7 0.0
わからない 31 19.4 29.0 25.8 22.6 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（15）塾や習い事など、学校外
での学習環境が整っている

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 7.8 33.0 44.3 12.4 2.5
中央地区 22 13.6 27.3 45.5 4.5 9.1
小田地区 52 1.9 34.6 50.0 11.5 1.9
大庄地区 18 5.6 16.7 66.7 5.6 5.6
立花地区 57 12.3 40.4 38.6 7.0 1.8
武庫地区 59 1.7 45.8 32.2 18.6 1.7
園田地区 115 5.2 27.0 53.0 13.0 1.7
男性・35歳未満 41 4.9 34.1 48.8 12.2 0.0
男性・35歳以上 102 5.9 31.4 47.1 13.7 2.0
女性・35歳未満 63 4.8 31.7 46.0 14.3 3.2
女性・35歳以上 79 5.1 34.2 48.1 11.4 1.3
未就学児 336 6.8 33.0 45.8 11.9 2.4
小学生 115 10.4 31.3 49.6 7.0 1.7
中学生 26 7.7 34.6 34.6 19.2 3.8
その他 13 7.7 23.1 38.5 30.8 0.0
ずっと住み続けたい 136 8.1 38.2 38.2 12.5 2.9
当分の間は住み続けたい 196 6.6 30.1 52.6 8.7 2.0
尼崎市内で移りたい 17 0.0 35.3 41.2 17.6 5.9
尼崎市外に移りたい 31 12.9 29.0 32.3 22.6 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 0.0 39.1 56.5 4.3 0.0
わからない 31 19.4 25.8 22.6 29.0 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（16）図書館や文化施設など、
生涯学習環境が整っている

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-25（転入・ファミリー世帯）

合計 とても
重要
だった

どちら
かとい
えば重
要だっ
た

どちら
かとい
えば重
要では
なかっ
た

全く重
要では
なかっ
た

不明

全体 436 21.1 47.5 23.4 5.5 2.5
中央地区 22 31.8 40.9 13.6 4.5 9.1
小田地区 52 11.5 50.0 34.6 1.9 1.9
大庄地区 18 11.1 44.4 38.9 0.0 5.6
立花地区 57 26.3 45.6 22.8 3.5 1.8
武庫地区 59 16.9 50.8 23.7 6.8 1.7
園田地区 115 23.5 47.0 23.5 4.3 1.7
男性・35歳未満 41 19.5 48.8 24.4 7.3 0.0
男性・35歳以上 102 19.6 47.1 27.5 3.9 2.0
女性・35歳未満 63 23.8 57.1 12.7 3.2 3.2
女性・35歳以上 79 19.0 45.6 27.8 6.3 1.3
未就学児 336 22.0 49.1 22.0 4.5 2.4
小学生 115 20.0 44.3 30.4 3.5 1.7
中学生 26 26.9 26.9 26.9 15.4 3.8
その他 13 7.7 38.5 23.1 30.8 0.0
ずっと住み続けたい 136 19.9 49.3 24.3 3.7 2.9
当分の間は住み続けたい 196 23.5 44.4 25.5 4.6 2.0
尼崎市内で移りたい 17 23.5 29.4 23.5 17.6 5.9
尼崎市外に移りたい 31 19.4 48.4 19.4 9.7 3.2
転勤等、仕事の都合による 23 4.3 78.3 13.0 4.3 0.0
わからない 31 25.8 45.2 16.1 9.7 3.2

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問5　重要度（17）子育て支援が充実

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢



A-26（転入・ファミリー世帯）

(5) 問６ 行政施策の影響度 

① 問６ 子育て施策などの市町村の行政サービス・制度について調べたか 

「調べなかった」の割合が最も高く 59.4%となっている。次いで、「調べた（31.9%）」、
「調べなかったが、知っていた（8.0%）」となっている。

図表 A－ 17 子育て施策などの市町村の行政サービス・制度について調べたか 

② 問６-２ 引っ越しの判断材料になった行政サービス・制度の有無  

（問６で「調べた」「調べなかったが、知っていた」と回答した方のみ） 

「なかった」の割合が最も高く 55.2%となっている。次いで、「あった（44.8%）」とな
っている。

図表 A－ 18 引っ越しの判断材料になった行政サービス・制度の有無 

あった
44.8%なかった

55.2%

不明
0.0%

(n=174)



A-27（転入・ファミリー世帯）

③ 問６-３ 引っ越しの判断材料になった行政サービス・制度 （最も大きな影響）  

（問６で「調べた」と回答した方のみ） 

「保育所・幼稚園等の待機状況」の割合が最も高く 29.5%となっている。次いで、「乳
幼児医療等の助成金額や助成期間（28.2%）」、「保育所・幼稚園等の開所時間（5.1%）」と
なっている。

図表 A－ 19 引っ越しの判断材料になった行政サービス・制度（最も大きな影響） 

保育所・幼稚園等の

開所時間
5.1%

保育所・幼稚園等の

待機状況
29.5%

小・中学校の空調や

給食等の教育環境
2.6%

小・中学校の学習内

容
1.3%

ファミリー世帯等に

対する住宅購入に関

する支援
1.3%

市民税や国民健康

保険料など
0.0%

乳幼児医療等の助

成金額や助成期間
28.2%

その他
5.1%

不明
26.9%

(n=78)



A-28（転入・ファミリー世帯）

④ 問６-３ 引っ越しの判断材料になった行政サービス・制度 （複数回答・３つ

まで）  

（問６で「調べた」と回答した方のみ） 

「乳幼児医療等の助成金額や助成期間」の割合が最も高く 62.8%となっている。次いで、
「保育所・幼稚園等の待機状況（53.8%）」、「保育所・幼稚園等の開所時間（32.1%）」とな
っている。

図表 A－ 20 引っ越しの判断材料になった行政サービス・制度（３つまで） 

32.1

53.8
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15.4
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保育所・幼稚園等の待機状況
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小・中学校の学習内容

ファミリー世帯等に対する住宅購入に関する支援

市民税や国民健康保険料など

乳幼児医療等の助成金額や助成期間

その他

不明

(%)

(n=78)



A-29（転入・ファミリー世帯）

３. 地域活動への参加状況 

(1) 問７ 地域や保育所、幼稚園、小学校などの活動に参加していると思うか 

「たまに参加している」の割合が最も高く 42.0%となっている。次いで、「よく参加し
ている（35.8%）」、「ほとんど参加していない（11.7%）」となっている。
属性別に見ると、子どものいる世帯のうち、中学生のいる世帯では「全く参加していな

い」が 23.1%と全体に比べて高くなっている。また、居住意向別にみると、尼崎市外に移
りたい、という人は全体に比べて「全く参加していない」という回答の割合が 29.0%と高
くなっている。

図表 A－ 21 地域や保育所、幼稚園、小学校などの活動に参加していると思うか 



A-30（転入・ファミリー世帯）

合計 よく参
加して
いる

たまに
参加し
ている

ほとん
ど参加
してい
ない

全く参
加して
いない

不明

全体 436 35.8 42.0 11.7 9.9 0.7
中央地区 22 22.7 45.5 13.6 18.2 0.0
小田地区 52 36.5 38.5 15.4 9.6 0.0
大庄地区 18 38.9 33.3 16.7 11.1 0.0
立花地区 57 40.4 45.6 7.0 7.0 0.0
武庫地区 59 35.6 47.5 10.2 6.8 0.0
園田地区 115 37.4 39.1 10.4 12.2 0.9
男性・35歳未満 41 36.6 36.6 12.2 14.6 0.0
男性・35歳以上 102 34.3 42.2 10.8 11.8 1.0
女性・35歳未満 63 34.9 41.3 15.9 7.9 0.0
女性・35歳以上 79 32.9 49.4 7.6 8.9 1.3
未就学児 336 38.7 40.5 11.0 9.2 0.6
小学生 115 35.7 49.6 9.6 5.2 0.0
中学生 26 19.2 46.2 11.5 23.1 0.0
その他 13 15.4 38.5 15.4 30.8 0.0
ずっと住み続けたい 136 41.9 45.6 5.9 6.6 0.0
当分の間は住み続けたい 196 33.7 45.9 12.8 7.1 0.5
尼崎市内で移りたい 17 29.4 47.1 0.0 17.6 5.9
尼崎市外に移りたい 31 38.7 16.1 16.1 29.0 0.0
転勤等、仕事の都合による 23 26.1 39.1 21.7 13.0 0.0
わからない 31 29.0 29.0 22.6 16.1 3.2

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

問7　地域活動への参加状況



A-31（転入・ファミリー世帯）

(2) 問７-２ 地域や保育所、幼稚園、小学校などの活動に参加していない理由  

（問７で「ほとんど参加していない」「全く参加していない」と回答した方のみ） 

「きっかけがない」の割合が最も高く 50.0%となっている。次いで、「時間がない
（25.5%）」、「そもそも参加したくない（14.9%）」となっている。

図表 A－ 22 地域や保育所、幼稚園、小学校などの活動に参加していない理由 

そもそも参加したくな

い
14.9%

きっかけがない
50.0%

時間がない
25.5%

その他
9.6%

不明
0.0%

(n=94)



A-32（転入・ファミリー世帯）

４. 今後の居住意向 

(1) 問８ 今後の尼崎市への居住意向 

「当分の間は住み続けたい」の割合が最も高く 45.0%となっている。次いで、「ずっと
住み続けたい（31.2%）」、「尼崎市外に移りたい（7.1%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別で中央地区、大庄地区で「ずっと住み続けたい」と回答した

比率が全体に比べ 10ポイント程度高くなっており、立花地区、武庫地区でも 5～6ポイン
ト程度高くなっている。また、子どものいる世帯のうち、小学生のいる世帯では「ずっと

住み続けたい」「当分の間は住み続けたい」と回答した比率が 80.8%と高くなっているが、
中学生のいる世帯では「ずっと住み続けたい」が 15.4%と全体に比べて著しく低くなって
いる。なお、結婚前の尼崎市内への居住経験や、尼崎市内での親の居住の有無については、

居住意向の傾向について全体と比べて大きな差は見られなかった。

図表 A－ 23 今後の尼崎市への居住意向 

ずっと住み続けたい
31.2%

当分の間は住み続けたい
45.0%

尼崎市内で移りたい
3.9%

尼崎市外に移りたい
7.1%

転勤等、仕事

の都合による
5.3%

わからない
7.1% 不明

0.5%
(n=436)



A-33（転入・ファミリー世帯）

合計 ずっと
住み続
けたい

当分の
間は住
み続け
たい

尼崎市
内で移
りたい

尼崎市
外に移
りたい

転勤
等、仕
事の都
合によ
る

わから
ない

不明

全体 436 31.2 45.0 3.9 7.1 5.3 7.1 0.5
中央地区 22 40.9 31.8 9.1 4.5 9.1 4.5 0.0
小田地区 52 30.8 48.1 5.8 1.9 7.7 5.8 0.0
大庄地区 18 44.4 27.8 0.0 5.6 5.6 11.1 5.6
立花地区 57 36.8 40.4 3.5 3.5 7.0 7.0 1.8
武庫地区 59 37.3 42.4 1.7 11.9 1.7 5.1 0.0
園田地区 115 32.2 48.7 2.6 6.1 4.3 6.1 0.0
男性・35歳未満 41 29.3 46.3 0.0 7.3 17.1 0.0 0.0
男性・35歳以上 102 35.3 42.2 2.9 6.9 5.9 5.9 1.0
女性・35歳未満 63 27.0 42.9 9.5 9.5 4.8 6.3 0.0
女性・35歳以上 79 30.4 48.1 5.1 7.6 1.3 7.6 0.0
未就学児 336 34.5 43.5 3.3 6.5 6.0 6.0 0.3
小学生 115 30.4 50.4 0.9 4.3 5.2 7.8 0.9
中学生 26 15.4 42.3 7.7 7.7 3.8 23.1 0.0
その他 13 15.4 38.5 7.7 15.4 0.0 15.4 7.7
ある 145 31.0 46.9 6.9 5.5 2.8 6.2 0.7
ない 273 32.2 44.3 2.6 6.6 7.0 7.0 0.4
ある 122 33.6 43.4 5.7 2.5 4.1 9.8 0.8
ない 265 32.8 45.7 2.3 7.9 6.4 4.5 0.4
住んでいる 116 31.0 45.7 6.0 6.9 2.6 6.9 0.9
住んでいない 305 31.8 44.9 3.3 6.2 6.6 6.9 0.3
住んでいる 86 36.0 43.0 4.7 2.3 2.3 11.6 0.0
住んでいない 310 32.3 45.5 2.9 7.4 6.5 4.8 0.6

問8　今後の居住意向

F1　現住所（市内
地区）

F4　回答者年齢

F9　回答者の親の
居住

F9　配偶者の親の
居住

F4　子ども

F8　回答者の結婚
前の居住経験

F8　配偶者の結婚
前の居住経験



A-34（転入・ファミリー世帯）

(2) 問８-２ 尼崎市内に住み続けたい理由  

（問８で「ずっと住み続けたい」「当分の間は住み続けたい」「尼崎市内で移りたい」と回答した方のみ） 

① 尼崎市内に住み続けたい理由（最大の理由） 

「今の住宅に満足だから」の割合が最も高く 18.9%となっている。次いで、「親（族）と
同居・近居をしたいから（12.6%）」、「保育所・幼稚園・学校などで子ども同士のつながり
があるから（11.5%）」となっている。

図表 A－ 24 尼崎市内に住み続けたい理由（最大） 

7.7

1.4

12.6

11.5

10.0

0.3

0.3
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18.9

1.7

0.3

0.0

1.1

0.0

1.4

0.3

4.0

25.5
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普段の買い物が便利だから

市内に広さ、価格面で希望する住宅があるから

親（族）と同居・近居をしたいから

保育所・幼稚園・学校などで子ども同士のつながりがあるから

通勤・通学が便利だから

保健・医療・福祉サービスが整っているから

子育て支援に満足しているから

土地・住居代、家賃が安いから

気軽に参加できる地域の行事がある・多いから

今の住宅に満足だから

地域や保育所・幼稚園・学校などの活動を通じて人間関係があるから

治安・マナーがよいから

学校教育に満足しているから

自然や空気など環境面がよいから

尼崎に住んでよいことがあったから

尼崎のことをよく知っているから

尼崎に愛着があるから

その他

不明

(%)
(n=349)



A-35（転入・ファミリー世帯）

② 尼崎市内に住み続けたい理由（複数回答・５つまで） 

「通勤・通学が便利だから」の割合が最も高く 63.0%となっている。次いで、「普段の
買い物が便利だから（61.3%）」、「今の住宅に満足だから（57.9%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別では、園田地区で「親（族）と同居・近居をしたいから」「保

育所・幼稚園・学校などで子供同士のつながりがあるから」「尼崎のことを良く知っている

から」「尼崎に愛着があるから」といった地域とのつながりに関する項目の割合が特に低

くなっている。また、年齢別では、35歳未満の男性で、「通勤・通学に便利だから」の割
合が 80.6%と特に高くなっている。

図表 A－ 25 尼崎市内に住み続けたい理由（５つまで） 
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普段の買い物が便利だから

市内に広さ、価格面で希望する住宅があるから

親（族）と同居・近居をしたいから

保育所・幼稚園・学校などで子ども同士のつながりがあるから

通勤・通学が便利だから

保健・医療・福祉サービスが整っているから

子育て支援に満足しているから

土地・住居代、家賃が安いから

気軽に参加できる地域の行事がある・多いから

今の住宅に満足だから

地域や保育所・幼稚園・学校などの活動を通じて人間関係があるから

治安・マナーがよいから

学校教育に満足しているから

自然や空気など環境面がよいから

尼崎に住んでよいことがあったから

尼崎のことをよく知っているから

尼崎に愛着があるから

その他

不明

(%)
(n=349)



A-36（転入・ファミリー世帯）

合計 普段の
買い物
が便利
だから

市内に
広さ、
価格面
で希望
する住
宅があ
るから

親
（族）
と同
居・近
居をし
たいか
ら

保育
所・幼
稚園・
学校な
どで子
ども同
士のつ
ながり
がある
から

通勤・
通学が
便利だ
から

保健・
医療・
福祉
サービ
スが
整って
いるか
ら

子育て
支援に
満足し
ている
から

全体 349 61.3 10.9 37.0 46.1 63.0 7.4 2.3
中央地区 18 61.1 11.1 33.3 44.4 66.7 5.6 5.6
小田地区 44 59.1 18.2 50.0 47.7 77.3 4.5 0.0
大庄地区 13 53.8 7.7 53.8 61.5 53.8 15.4 0.0
立花地区 46 54.3 8.7 65.2 37.0 54.3 4.3 0.0
武庫地区 48 50.0 6.3 31.3 54.2 50.0 8.3 2.1
園田地区 96 70.8 12.5 22.9 39.6 64.6 10.4 3.1
男性・35歳未満 31 67.7 12.9 38.7 29.0 80.6 6.5 0.0
男性・35歳以上 82 67.1 13.4 32.9 42.7 64.6 9.8 0.0
女性・35歳未満 50 60.0 10.0 40.0 56.0 66.0 12.0 6.0
女性・35歳以上 66 63.6 9.1 34.8 54.5 59.1 4.5 0.0
未就学児 273 59.3 10.3 38.8 49.1 63.7 6.2 2.6
小学生 94 57.4 8.5 30.9 45.7 57.4 7.4 1.1
中学生 17 88.2 17.6 23.5 35.3 70.6 17.6 0.0
その他 8 50.0 0.0 37.5 25.0 50.0 37.5 0.0

問8-2　尼崎市内に住み続けたい理由（ALL）

F4　子ども

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

土地・
住居
代、家
賃が安
いから

気軽に
参加で
きる地
域の行
事があ
る・多
いから

今の住
宅に満
足だか
ら

地域や
保育
所・幼
稚園・
学校な
どの活
動を通
じて人
間関係
がある
から

治安・
マナー
がよい
から

学校教
育に満
足して
いるか
ら

自然や
空気な
ど環境
面がよ
いから

尼崎に
住んで
よいこ
とが
あった
から

全体 19.5 3.2 57.9 16.9 5.7 2.6 6.0 1.4
中央地区 22.2 5.6 83.3 16.7 0.0 5.6 0.0 0.0
小田地区 15.9 0.0 56.8 9.1 0.0 2.3 0.0 0.0
大庄地区 69.2 0.0 53.8 23.1 0.0 7.7 0.0 0.0
立花地区 13.0 8.7 43.5 8.7 15.2 6.5 4.3 2.2
武庫地区 16.7 2.1 47.9 20.8 16.7 2.1 16.7 2.1
園田地区 13.5 2.1 65.6 17.7 3.1 2.1 6.3 2.1
男性・35歳未満 19.4 6.5 58.1 16.1 9.7 6.5 9.7 0.0
男性・35歳以上 25.6 1.2 70.7 23.2 4.9 3.7 2.4 0.0
女性・35歳未満 26.0 0.0 46.0 20.0 6.0 0.0 6.0 4.0
女性・35歳以上 19.7 3.0 51.5 13.6 4.5 4.5 6.1 3.0
未就学児 19.4 2.2 57.5 18.3 7.0 1.8 6.2 1.5
小学生 18.1 4.3 54.3 20.2 4.3 7.4 10.6 1.1
中学生 17.6 5.9 76.5 5.9 0.0 5.9 5.9 0.0
その他 37.5 0.0 62.5 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども
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尼崎の
ことを
よく
知って
いるか
ら

尼崎に
愛着が
あるか
ら

その他 不明

全体 17.5 10.6 7.2 0.6
中央地区 33.3 27.8 11.1 0.0
小田地区 27.3 6.8 6.8 2.3
大庄地区 15.4 23.1 0.0 0.0
立花地区 37.0 19.6 6.5 0.0
武庫地区 16.7 6.3 12.5 0.0
園田地区 4.2 4.2 4.2 1.0
男性・35歳未満 6.5 6.5 3.2 0.0
男性・35歳以上 11.0 11.0 11.0 0.0
女性・35歳未満 18.0 14.0 6.0 0.0
女性・35歳以上 21.2 13.6 6.1 1.5
未就学児 18.3 11.0 7.7 0.7
小学生 17.0 14.9 9.6 0.0
中学生 5.9 23.5 0.0 0.0
その他 12.5 25.0 0.0 0.0

F4　子ども

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢
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(3) 問８-３ 尼崎市外ではどこに移りたいか  

（問８で「尼崎市外に移りたい」と回答した方のみ） 

① 路線 

「阪急神戸線」の割合が最も高く 16.1%となっている。次いで、「阪急宝塚線（9.7%）」、
「JR神戸線（6.5%）」「JR宝塚線（6.5%）」となっている。

図表 A－ 26 路線 
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9.7
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3.2

0.0

0.0
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6.5
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JR 宝塚線

JR 東西線

その他

不明

(%)
(n=31)
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② 路線（集約） 

「阪急」の割合が最も高く 29.0%となっている。次いで、「JR（16.1%）」となっている。

図表 A－ 27 路線 

③ 最寄り駅 

「JR伊丹駅」の割合が最も高く 6.5%となっている。

図表 A－ 28 最寄り駅 
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④ 自治体 

「大阪市」の割合が最も高く 25.8%となっている。次いで、「西宮市（19.4%）」、「神戸
市（9.7%）」「わからない（9.7%）」となっている。

図表 A－ 29 自治体 

西宮市
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大阪市
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16.1%
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(4) 問８-４ 尼崎市外に移りたい理由  

（問８で「尼崎市外に移りたい」と回答した方のみ） 

① 尼崎市外に移りたい理由（最大の理由） 

「治安・マナーが悪いから」の割合が最も高く 19.4%となっている。次いで、「子育て
支援に不満があるから（具体的に）（12.9%）」、「学校教育に不満があるから（6.5%）」とな
っている。

図表 A－ 30 尼崎市外に移りたい理由（最大） 

0.0
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35.5
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普段の買い物が不便だから

市内に広さ、価格面で希望する住宅がないから

親（族）と同居・近居したいが遠くに離れているから

保育所・幼稚園・学校などの子ども同士のつながりがないから

通勤・通学が不便だから／仕事の都合で

保健・医療・福祉サービスが整っていないから

子育て支援に不満があるから（具体的に）

土地・住居代、家賃が高いから

気軽に参加できる地域の行事がない・少ないから

今の住宅に不満があるから

地域や保育所・幼稚園・学校などの活動を通じた人間関係がないから

治安・マナーが悪いから

学校教育に不満があるから

自然や空気など環境面が悪いから

尼崎に住んで悪いことがあったから（具体的に）

尼崎のことをよく知らないから

尼崎に愛着がわかないから

その他

不明

(%)
(n=31)
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② 尼崎市外に移りたい理由（複数回答・５つまで） 

「治安・マナーが悪いから」の割合が最も高く 51.6%となっている。次いで、「学校教
育に不満があるから（35.5%）」、「子育て支援に不満があるから（具体的に）（32.3%）」と
なっている。

図表 A－ 31 尼崎市外に移りたい理由（５つまで） 
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6.5
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普段の買い物が不便だから

市内に広さ、価格面で希望する住宅がないから

親（族）と同居・近居したいが遠くに離れているから

保育所・幼稚園・学校などの子ども同士のつながりがないから

通勤・通学が不便だから／仕事の都合で

保健・医療・福祉サービスが整っていないから

子育て支援に不満があるから（具体的に）

土地・住居代、家賃が高いから

気軽に参加できる地域の行事がない・少ないから

今の住宅に不満があるから

地域や保育所・幼稚園・学校などの活動を通じた人間関係がないから

治安・マナーが悪いから

学校教育に不満があるから

自然や空気など環境面が悪いから

尼崎に住んで悪いことがあったから（具体的に）

尼崎のことをよく知らないから

尼崎に愛着がわかないから

その他

不明

(%)
(n=31)
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③ 問８-５ 「治安・マナーが悪い」、「学校教育に不満がある」、「環境面が悪い」

と思われている理由 

（問８-４で「治安・マナーが悪い」「学校教育に不満がある」「環境面が悪い」と回答した方のみ） 

1) 「治安・マナーが悪い」と思われている理由 

「体験に基づいて」の割合が最も高く 56.3%となっている。次いで、「ニュース・新聞・
インターネット等で知って（25.0%）」、「経験はしていないが他人から聞いて（6.3%）」と
なっている。具体的な内容としては、「歩きたばこ」「交通マナーが悪い」などが挙げられ

た。

図表 A－ 32 「治安・マナーが悪い」と思われている理由 

2) 「学校教育に不満がある」と思われている理由 

「体験に基づいて」、「経験はしていないが他人から聞いて」の割合が高く、それぞれ

36.4%となっている。次いで、「ニュース・新聞・インターネット等で知って（18.2%）」と
なっている。具体的な内容としては、「学力が低い」が多く挙げられた。

図表 A－ 33 「学校教育に不満がある」と思われている理由 

3) 「環境面が悪い」と思われている理由 

「ニュース・新聞・インターネット等で知って」の割合が最も高く 12.5%となっている。
次いで、「体験に基づいて（87.5%）」となっている。具体的な内容としては、「工場などの
排気ガス」が複数挙げられた。

図表 A－ 34 「環境面が悪い」と思われている理由 
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５. 子育てに関する意向 

(1) 問９ 希望出生数 

「２人」の割合が最も高く 50.0%となっている。次いで、「３人（29.1%）」、「１人（12.8%）」
となっている。

属性別に見ると、居住地別では武庫地区において「3人」「4人」という回答の比率が全
体と比べ非常に高くなっている。

図表 A－ 35 希望出生数 

合計 ０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以
上

不明

全体 436 1.1 12.8 50.0 29.1 3.0 1.1 2.8
中央地区 22 0.0 27.3 40.9 22.7 9.1 0.0 0.0
小田地区 52 0.0 7.7 61.5 26.9 0.0 1.9 1.9
大庄地区 18 0.0 5.6 55.6 33.3 5.6 0.0 0.0
立花地区 57 5.3 15.8 50.9 22.8 1.8 0.0 3.5
武庫地区 59 0.0 10.2 37.3 44.1 8.5 0.0 0.0
園田地区 115 0.9 12.2 51.3 27.0 1.7 1.7 5.2
男性・35歳未満 41 0.0 7.3 58.5 26.8 4.9 0.0 2.4
男性・35歳以上 102 2.0 8.8 53.9 24.5 3.9 2.0 4.9
女性・35歳未満 63 0.0 14.3 47.6 33.3 4.8 0.0 0.0
女性・35歳以上 79 2.5 15.2 44.3 30.4 3.8 2.5 1.3
未就学児 336 0.6 10.7 51.5 31.0 2.7 1.5 2.1
小学生 115 2.6 8.7 48.7 33.0 5.2 0.9 0.9
中学生 26 3.8 7.7 38.5 38.5 7.7 3.8 0.0
その他 13 0.0 0.0 38.5 30.8 30.8 0.0 0.0

F4　子ども

問9　希望出生数

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢
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(2) 問 10 子どもを産み、育てるために必要なもの 

① 子どもを産み、育てるために必要なもの（最も必要） 

「配偶者の協力」の割合が最も高く 19.5%となっている。次いで、「保育にかかる費用
を軽くすること（12.2%）」、「保育所やベビーシッターなど、子どもを預ける環境が確保で
きること（11.5%）」となっている。

図表 A－ 36 子どもを産み、育てるために必要なもの（最も必要） 
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23.6
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信頼できる医療機関（産婦人科・小児科など）が近くにあること

不妊治療に対する経済的支援が手厚いこと

里帰り出産に関する支援があること

保育所やベビーシッターなど、子どもを預ける環境が確保できること

充実した保育メニュー（例：延長保育、病児保育など）

保育にかかる費用を軽くすること

配偶者の協力

親やきょうだいなど親族の支援が受けやすいこと

勤め先の育児支援制度

育児支援制度活用に対する職場の理解

地域ぐるみで子育てを行う雰囲気や環境

充実した子育て学習の機会や育児に関する相談環境など

職場と住宅が近いこと

広い間取りの住まいが確保できること

安心して、外で子どもを遊ばせることができること

自然環境が豊かであること

教育内容や教育設備が充実していること

その他

特になし

不明

(%)

(n=436)
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② 子どもを産み、育てるために必要なもの（複数回答・４つまで） 

「信頼できる医療機関（産婦人科・小児科など）が近くにあること」の割合が最も高く

52.8%となっている。次いで、「安心して、外で子どもを遊ばせることができること
（48.4%）」、「配偶者の協力（44.5%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別では、中央地区と大庄地区において、「保育にかかる費用を軽

くすること」の割合が全体と比べて高くなっている。年齢別で見ると、男女ともに回答者

年齢が若年である方が「保育所やベビーシッターなど、子どもを預ける環境が確保できる

こと」の回答割合が高くなっている。また、35歳未満の女性では「配偶者の協力」が 57.1%
と高い一方で、35 歳以上の男性では 32.4%と低くなっており、男女での子育てに対する
意識差があることがうかがえる。また、子どものいる世帯では、子どもの年齢が上がるに

つれて「広い間取りの住まいが確保できること」をあげる割合が高くなっている。

図表 A－ 37 子どもを産み、育てるために必要なもの（４つまで） 
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信頼できる医療機関（産婦人科・小児科など）が近くにあること

不妊治療に対する経済的支援が手厚いこと

里帰り出産に関する支援があること

保育所やベビーシッターなど、子どもを預ける環境が確保できること

充実した保育メニュー（例：延長保育、病児保育など）

保育にかかる費用を軽くすること

配偶者の協力

親やきょうだいなど親族の支援が受けやすいこと

勤め先の育児支援制度

育児支援制度活用に対する職場の理解

地域ぐるみで子育てを行う雰囲気や環境

充実した子育て学習の機会や育児に関する相談環境など

職場と住宅が近いこと

広い間取りの住まいが確保できること

安心して、外で子どもを遊ばせることができること

自然環境が豊かであること

教育内容や教育設備が充実していること

その他

特になし

不明

(%)

(n=436)
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合計 信頼で
きる医
療機関
（産婦
人科・
小児科
など）
が近く
にある
こと

不妊治
療に対
する経
済的支
援が手
厚いこ
と

里帰り
出産に
関する
支援が
あるこ
と

保育所
やベ
ビー
シッ
ターな
ど、子
どもを
預ける
環境が
確保で
きるこ
と

充実し
た保育
メ
ニュー
（例：
延長保
育、病
児保育
など）

保育に
かかる
費用を
軽くす
ること

全体 436 52.8 5.7 2.1 39.7 19.5 42.0
中央地区 22 68.2 4.5 0.0 40.9 22.7 54.5
小田地区 52 46.2 3.8 3.8 40.4 32.7 36.5
大庄地区 18 38.9 22.2 11.1 33.3 5.6 55.6
立花地区 57 49.1 5.3 0.0 35.1 12.3 43.9
武庫地区 59 54.2 5.1 3.4 33.9 18.6 35.6
園田地区 115 57.4 3.5 1.7 36.5 15.7 41.7
男性・35歳未満 41 51.2 2.4 2.4 51.2 4.9 46.3
男性・35歳以上 102 52.0 5.9 4.9 36.3 18.6 53.9
女性・35歳未満 63 52.4 6.3 1.6 49.2 15.9 38.1
女性・35歳以上 79 59.5 7.6 0.0 29.1 27.8 36.7
未就学児 336 52.4 6.3 2.4 42.3 17.6 43.2
小学生 115 53.0 1.7 1.7 26.1 17.4 36.5
中学生 26 46.2 0.0 0.0 26.9 42.3 42.3
その他 13 38.5 15.4 7.7 30.8 15.4 38.5
ずっと住み続けたい 136 50.7 6.6 2.9 39.7 13.2 47.1
当分の間は住み続けたい 196 54.1 3.6 2.6 38.3 21.4 43.9
尼崎市内で移りたい 17 35.3 17.6 0.0 52.9 29.4 41.2
尼崎市外に移りたい 31 54.8 6.5 0.0 29.0 22.6 25.8
転勤等、仕事の都合による 23 52.2 0.0 0.0 52.2 21.7 34.8
わからない 31 64.5 12.9 0.0 38.7 22.6 32.3

問10　子どもを産み、育てるために必要なもの
（ALL）

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

配偶者
の協力

親や
きょう
だいな
ど親族
の支援
が受け
やすい
こと

勤め先
の育児
支援制
度

育児支
援制度
活用に
対する
職場の
理解

地域ぐ
るみで
子育て
を行う
雰囲気
や環境

充実し
た子育
て学習
の機会
や育児
に関す
る相談
環境な
ど

職場と
住宅が
近いこ
と

全体 44.5 27.1 14.9 6.9 10.8 6.7 11.7
中央地区 40.9 18.2 18.2 13.6 13.6 0.0 13.6
小田地区 40.4 28.8 13.5 11.5 5.8 13.5 21.2
大庄地区 44.4 22.2 11.1 0.0 11.1 0.0 22.2
立花地区 33.3 29.8 14.0 5.3 8.8 15.8 15.8
武庫地区 54.2 35.6 10.2 8.5 10.2 3.4 15.3
園田地区 45.2 23.5 22.6 7.8 16.5 4.3 4.3
男性・35歳未満 43.9 31.7 17.1 14.6 14.6 9.8 19.5
男性・35歳以上 32.4 18.6 17.6 6.9 14.7 1.0 7.8
女性・35歳未満 57.1 27.0 14.3 4.8 9.5 9.5 12.7
女性・35歳以上 48.1 29.1 13.9 8.9 5.1 5.1 10.1
未就学児 47.0 28.6 14.6 6.8 11.9 6.3 11.6
小学生 40.0 30.4 11.3 7.0 11.3 6.1 11.3
中学生 26.9 7.7 19.2 15.4 7.7 7.7 7.7
その他 23.1 15.4 15.4 7.7 0.0 7.7 7.7
ずっと住み続けたい 46.3 25.7 17.6 5.9 13.2 5.1 14.0
当分の間は住み続けたい 45.4 33.2 12.8 6.6 7.7 8.7 9.7
尼崎市内で移りたい 41.2 29.4 17.6 5.9 11.8 5.9 0.0
尼崎市外に移りたい 29.0 16.1 19.4 6.5 16.1 3.2 16.1
転勤等、仕事の都合による 56.5 8.7 13.0 17.4 13.0 4.3 13.0
わからない 41.9 12.9 12.9 6.5 12.9 6.5 12.9

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども

問8　今後の居
住意向



A-48（転入・ファミリー世帯）

広い間
取りの
住まい
が確保
できる
こと

安心し
て、外
で子ど
もを遊
ばせる
ことが
できる
こと

自然環
境が豊
かであ
ること

教育内
容や教
育設備
が充実
してい
ること

その他 特にな
し

不明

全体 9.6 48.4 9.9 25.2 3.0 0.0 1.4
中央地区 9.1 50.0 4.5 36.4 0.0 0.0 0.0
小田地区 7.7 48.1 3.8 23.1 1.9 0.0 0.0
大庄地区 5.6 44.4 0.0 27.8 5.6 0.0 0.0
立花地区 12.3 56.1 17.5 26.3 1.8 0.0 1.8
武庫地区 5.1 40.7 13.6 23.7 5.1 0.0 1.7
園田地区 10.4 49.6 11.3 25.2 4.3 0.0 1.7
男性・35歳未満 4.9 43.9 7.3 14.6 9.8 0.0 0.0
男性・35歳以上 10.8 49.0 10.8 24.5 5.9 0.0 2.0
女性・35歳未満 7.9 50.8 6.3 20.6 3.2 0.0 1.6
女性・35歳以上 13.9 43.0 10.1 30.4 1.3 0.0 0.0
未就学児 8.3 50.3 9.8 22.9 2.1 0.0 1.5
小学生 16.5 50.4 13.0 31.3 5.2 0.0 0.9
中学生 23.1 38.5 7.7 42.3 0.0 0.0 0.0
その他 30.8 61.5 7.7 23.1 15.4 0.0 0.0
ずっと住み続けたい 6.6 50.7 9.6 22.8 1.5 0.0 2.9
当分の間は住み続けたい 8.7 49.5 11.2 26.0 1.5 0.0 0.5
尼崎市内で移りたい 11.8 47.1 0.0 23.5 0.0 0.0 5.9
尼崎市外に移りたい 16.1 41.9 12.9 32.3 12.9 0.0 0.0
転勤等、仕事の都合による 8.7 39.1 8.7 21.7 13.0 0.0 0.0
わからない 22.6 48.4 6.5 29.0 3.2 0.0 0.0

F4　回答者年
齢

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

F1　現住所
（市内地区）



A-49（転入・ファミリー世帯）

(3) 問 11 子育てに必要な「教育環境」において特に必要なもの 

① 子育てに必要な「教育環境」において特に必要なもの（最も必要） 

「いじめがない」の割合が最も高く 24.3%となっている。次いで、「学校や教員との信
頼関係（17.2%）」、「教員の指導力（8.5%）」となっている。

図表 A－ 38 子育てに必要な「教育環境」において特に必要なもの（最も必要） 
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不明

(%)

(n=436)



A-50（転入・ファミリー世帯）

② 子育てに必要な「教育環境」において特に必要なもの（複数回答・３つまで） 

「いじめがない」の割合が最も高く 63.1%となっている。次いで、「学校や教員との信
頼関係（45.0%）」、「教員の指導力（38.8%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別では「いじめがない」をあげる割合が地区により大きく異な

っている。また、子どものいる世帯のうち、中学生のいる世帯では「高い学力が身につく

こと」「教員の指導力」の回答割合が全体と比べて高くなっている。

図表 A－ 39 子育てに必要な「教育環境」において特に必要なもの（３つまで） 
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(%)

(n=436)



A-51（転入・ファミリー世帯）

合計 高い学
力が身
につく
こと

ICTや外
国語な
ど、専
門的な
教育プ
ログラ
ム

いじめ
がない

校舎の
清潔
さ、新
しさな
ど

教員の
指導力

給食の
充実

全体 436 23.9 10.1 63.1 10.6 38.8 15.4
中央地区 22 22.7 4.5 72.7 9.1 45.5 27.3
小田地区 52 26.9 15.4 50.0 13.5 34.6 13.5
大庄地区 18 11.1 11.1 77.8 11.1 33.3 22.2
立花地区 57 26.3 7.0 78.9 7.0 31.6 15.8
武庫地区 59 25.4 5.1 54.2 8.5 32.2 18.6
園田地区 115 24.3 13.0 59.1 14.8 40.9 13.9
男性・35歳未満 41 24.4 9.8 58.5 9.8 26.8 12.2
男性・35歳以上 102 31.4 10.8 64.7 13.7 38.2 7.8
女性・35歳未満 63 17.5 9.5 65.1 6.3 39.7 22.2
女性・35歳以上 79 20.3 7.6 73.4 6.3 38.0 24.1
未就学児 336 21.7 10.1 64.0 12.2 36.6 14.6
小学生 115 22.6 9.6 64.3 7.0 43.5 15.7
中学生 26 34.6 7.7 57.7 11.5 61.5 19.2
その他 13 30.8 7.7 61.5 7.7 53.8 15.4
ずっと住み続けたい 136 25.7 7.4 69.1 9.6 38.2 14.7
当分の間は住み続けたい 196 24.0 9.7 62.8 9.7 35.2 17.3
尼崎市内で移りたい 17 5.9 11.8 64.7 11.8 47.1 17.6
尼崎市外に移りたい 31 19.4 12.9 58.1 6.5 48.4 9.7
転勤等、仕事の都合による 23 30.4 21.7 60.9 17.4 30.4 17.4
わからない 31 22.6 9.7 45.2 19.4 58.1 9.7

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

問11　子育てに必要な「教育環境」において必要なも
の（ALL）

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

学校の
風紀の
良さ

学校や
教員と
の信頼
関係

活発な
部活動

防犯、
見守り
の充実

学校外
での学
習環境
（塾や
習い
事、図
書館な
ど）

不明

全体 37.4 45.0 5.0 35.6 8.5 1.1
中央地区 40.9 36.4 13.6 27.3 4.5 0.0
小田地区 36.5 44.2 5.8 40.4 9.6 0.0
大庄地区 33.3 38.9 11.1 38.9 11.1 0.0
立花地区 38.6 49.1 1.8 40.4 7.0 0.0
武庫地区 33.9 52.5 3.4 37.3 6.8 5.1
園田地区 37.4 44.3 4.3 32.2 10.4 0.0
男性・35歳未満 48.8 41.5 4.9 41.5 4.9 2.4
男性・35歳以上 32.4 44.1 5.9 30.4 10.8 1.0
女性・35歳未満 34.9 44.4 7.9 42.9 3.2 1.6
女性・35歳以上 34.2 48.1 0.0 27.8 11.4 1.3
未就学児 38.4 45.8 5.7 36.6 8.3 1.2
小学生 27.8 45.2 7.8 33.9 9.6 1.7
中学生 38.5 34.6 0.0 26.9 15.4 0.0
その他 38.5 38.5 0.0 30.8 7.7 0.0
ずっと住み続けたい 36.0 49.3 3.7 32.4 5.9 1.5
当分の間は住み続けたい 37.8 42.9 5.1 37.2 11.7 1.0
尼崎市内で移りたい 41.2 52.9 0.0 23.5 0.0 5.9
尼崎市外に移りたい 35.5 38.7 6.5 45.2 3.2 0.0
転勤等、仕事の都合による 56.5 30.4 4.3 26.1 4.3 0.0
わからない 29.0 51.6 9.7 45.2 9.7 0.0

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども

問8　今後の居
住意向



A-52（転入・ファミリー世帯）

６. 尼崎市の取組についての意見 

(1) 問 12 治安・マナーの向上に向けて尼崎市が取り組むべきこと 

① 治安・マナーの向上に向けて尼崎市が取り組むべきこと（最も必要） 

「ひったくりなどの防犯対策」の割合が最も高く 20.6%となっている。次いで、「夜間
の安全対策（街灯の設置など）（19.3%）」、「自転車の安全通行対策（例：人ごみで自転車
を押して歩く等）（11.2%）」となっている。

図表 A－ 40 治安・マナーの向上に向けて尼崎市が取り組むべきこと（最も必要） 
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A-53（転入・ファミリー世帯）

② 治安・マナーの向上に向けて尼崎市が取り組むべきこと（複数回答・３つまで） 

「夜間の安全対策（街灯の設置など）」の割合が最も高く 61.0%となっている。次いで、
「ひったくりなどの防犯対策（56.9%）」、「歩きたばこ対策（32.8%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別では、中央地区では「空き地や空き家への対策」、小田地区で

は「自転車の安全通行対策」、大庄地区では「夜間の安全対策」、立花地区では「歩きたば

こ対策」の割合がそれぞれ高くなっており、地区によって求められている対策が異なるこ

とがうかがえる。また、男女別では、「ひったくりなどの防犯対策」について、男女で顕著

に意識差があることがうかがえる。

図表 A－ 41 治安・マナーの向上に向けて尼崎市が取り組むべきこと（３つまで） 
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A-54（転入・ファミリー世帯）

合計 ひった
くりな
どの防
犯対策

放置自
転車対
策

歩きた
ばこ対
策

自転車
の安全
通行対
策
（例：
人ごみ
で自転
車を押
して歩
く等）

公園利
用マ
ナー対
策

ゴミの
不法投
棄対策

全体 436 56.9 11.9 32.8 31.4 16.3 25.2
中央地区 22 50.0 13.6 18.2 27.3 22.7 31.8
小田地区 52 55.8 9.6 26.9 42.3 17.3 28.8
大庄地区 18 50.0 0.0 22.2 11.1 33.3 27.8
立花地区 57 59.6 10.5 43.9 35.1 10.5 21.1
武庫地区 59 57.6 15.3 27.1 27.1 13.6 25.4
園田地区 115 61.7 13.0 29.6 29.6 22.6 26.1
男性・35歳未満 41 51.2 14.6 26.8 29.3 22.0 31.7
男性・35歳以上 102 57.8 11.8 31.4 35.3 15.7 21.6
女性・35歳未満 63 61.9 7.9 36.5 23.8 17.5 17.5
女性・35歳以上 79 62.0 11.4 27.8 27.8 17.7 26.6
未就学児 336 56.5 11.3 33.3 30.7 18.5 25.0
小学生 115 57.4 9.6 29.6 35.7 9.6 23.5
中学生 26 65.4 15.4 30.8 19.2 7.7 15.4
その他 13 46.2 15.4 38.5 23.1 0.0 15.4
ずっと住み続けたい 136 53.7 12.5 29.4 27.9 14.7 26.5
当分の間は住み続けたい 196 60.7 11.7 36.2 33.7 17.3 21.9
尼崎市内で移りたい 17 58.8 11.8 29.4 35.3 11.8 35.3
尼崎市外に移りたい 31 41.9 6.5 25.8 19.4 19.4 32.3
転勤等、仕事の都合による 23 65.2 8.7 39.1 39.1 17.4 30.4
わからない 31 58.1 16.1 29.0 38.7 16.1 22.6

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

問12　治安・マナーの向上に向けて尼崎市が取り組む
べきこと（ALL）

F4　子ども

問8　今後の居
住意向

犬のふ
んの放
置対策

防火パ
トロー
ルの実
施

空き地
や空き
家への
対策

夜間の
安全対
策（街
灯の設
置な
ど）

不明

全体 12.8 12.2 20.4 61.0 1.4
中央地区 9.1 9.1 45.5 54.5 4.5
小田地区 13.5 13.5 23.1 59.6 0.0
大庄地区 16.7 11.1 27.8 77.8 0.0
立花地区 12.3 17.5 12.3 57.9 1.8
武庫地区 16.9 6.8 22.0 64.4 0.0
園田地区 9.6 15.7 16.5 60.9 0.0
男性・35歳未満 7.3 12.2 26.8 56.1 2.4
男性・35歳以上 9.8 8.8 22.5 60.8 1.0
女性・35歳未満 12.7 15.9 19.0 65.1 3.2
女性・35歳以上 17.7 8.9 15.2 59.5 2.5
未就学児 11.6 12.5 21.7 61.3 1.2
小学生 13.9 14.8 17.4 61.7 2.6
中学生 19.2 11.5 15.4 61.5 3.8
その他 23.1 15.4 15.4 84.6 0.0
ずっと住み続けたい 14.0 14.7 24.3 64.7 0.0
当分の間は住み続けたい 11.2 9.2 20.4 58.2 2.6
尼崎市内で移りたい 5.9 11.8 11.8 64.7 0.0
尼崎市外に移りたい 22.6 19.4 29.0 48.4 3.2
転勤等、仕事の都合による 21.7 8.7 8.7 56.5 0.0
わからない 6.5 16.1 6.5 74.2 0.0

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢

F4　子ども

問8　今後の居
住意向



A-55（転入・ファミリー世帯）

(2) 尼崎市の自然や空気などの環境について 

① 問 13 尼崎市の自然や空気などの環境についてどう感じているか 

「どちらかといえば悪い」の割合が最も高く 45.9%となっている。次いで、「どちらか
といえば良い（41.3%）」、「悪い（8.3%）」となっている。
属性別に見ると、居住地別では、中央地区では「どちらかといえば悪い」が特に高く、

武庫地区では「どちらかといえば良い」が特に高いなど、地区により印象に差があること

がうかがえる。また、男女別に見ると、35歳未満の人で、女性は「どちらかといえば良い」
の割合が 57.1%である一方で、男性は「どちらかといえば悪い」「悪い」の割合が 58.5%
と高く、同年代においても男女で意識の差があることがうかがえる。

図表 A－ 42 尼崎市の自然や空気などの環境についてどう感じているか 

合計 良い どちら
かとい
えば良
い

どちら
かとい
えば悪
い

悪い 不明

全体 436 3.7 41.3 45.9 8.3 0.9
中央地区 22 0.0 36.4 59.1 4.5 0.0
小田地区 52 5.8 38.5 40.4 15.4 0.0
大庄地区 18 0.0 44.4 55.6 0.0 0.0
立花地区 57 3.5 47.4 43.9 3.5 1.8
武庫地区 59 5.1 59.3 28.8 6.8 0.0
園田地区 115 4.3 34.8 53.9 6.1 0.9
男性・35歳未満 41 2.4 39.0 39.0 19.5 0.0
男性・35歳以上 102 3.9 34.3 52.0 9.8 0.0
女性・35歳未満 63 3.2 57.1 31.7 6.3 1.6
女性・35歳以上 79 3.8 45.6 44.3 5.1 1.3
未就学児 336 3.6 40.8 45.8 8.6 1.2
小学生 115 4.3 41.7 45.2 7.8 0.9
中学生 26 0.0 30.8 61.5 7.7 0.0
その他 13 0.0 46.2 53.8 0.0 0.0

F4　子ども

問13　尼崎市の自然や空気などの環境につい
て

F1　現住所
（市内地区）

F4　回答者年
齢
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② 問 13-2 あなたが尼崎市の環境が悪いと感じている理由（最大の理由）  

（問 13 で「どちらかといえば悪い」「悪い」と回答した方のみ） 

「大気汚染（空気の汚れ）」の割合が最も高く 28.0%となっている。次いで、「ゴミの散
乱や不法投棄（19.5%）」、「悪臭（11.0%）」となっている。

図表 A－ 43 あなたが尼崎市の環境が悪いと感じている理由（最大） 

③ 問13-2 あなたが尼崎市の環境が悪いと感じている理由（複数回答・２つまで）  

（問 13 で「どちらかといえば悪い」「悪い」と回答した方のみ） 

「大気汚染（空気の汚れ）」の割合が最も高く 46.2%となっている。次いで、「ゴミの散
乱や不法投棄（42.4%）」、「川や海の水の汚れ（25.0%）」となっている。

図表 A－ 44 あなたが尼崎市の環境が悪いと感じている理由（２つまで） 
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(3) 問 14 尼崎市に関するニュースや取組で、「知っている」こと、または「知らない」こと 

「本当に住みやすい街大賞 2018 in 関西で 1 位」の割合が最も高く 68.6%となってい
る。次いで、「尼崎城が再建され、目標を上回る勢いで来場者が訪れている（65.6%）」、「中
学校給食が一斉に始まる（46.1%）」となっている。一方、「教育政策を科学的根拠に基づ
き研究する「学びと育ち研究所」を設置している（3.7%）」、「文化財収蔵庫をリニューア
ルし、歴史博物館が開館する（6.2%）」など、あまり知られていないニュースや取組も多
く、全体でも知名度が 50%を越えているものが 2件にとどまり、少なくなっている。

図表 A－ 45 尼崎市に関するニュースや取組で、「知っている」こと、または「知らない」こと 
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本当に住みやすい街大賞2018in関西で1位

市のイメージが改善したと感じる人が過半数

平成30年において、人口が増加に転じた

街頭犯罪防止の取組により、ひったくり認知件数が大幅に減少した

自転車盗難撲滅に向けた取組により、自転車盗難認知件数が大幅に

減少した

環境モデル都市である

市内全域で歩きたばこを禁止する条例を制定した

小・中学校の学力が全国平均レベルに向上した

教育政策を科学的根拠に基づき研究する「学びと育ち研究所」を設置

している

不登校や児童虐待、発達障害など、子どもに関する相談・支援を行う

子どもの育ち支援センター「いくしあ」がオープン

中学校給食が一斉に始まる（令和４年１月からの予定）

尼崎城が再建され、目標を上回る勢いで来場者が訪れている

文化財収蔵庫をリニューアルし、歴史博物館が開館する（令和２年秋

オープン）

「みんなが先生、みんなが生徒、どこでも教室」をモットーに学びの場

「みんなの尼崎大学」を展開している

尼崎でごきげんさんに暮らす人や、魅力的な教育の取組などをまとめ

た情報発信サイト「尼ノ國」がある

市民活動や団体のイベント情報を紹介するポータルサイトがある

知っている 知らない 不明

(n=436)



A-58（転入・ファミリー世帯）

７. まちに求める「要素」について 

(4) 問 15 暮らしたいまちに求める「要素」はなんですか 

「安全」の割合が最も高く 99.5%となっている。次いで、「便利（98.4%）」「プライバシ
ー（98.4%）」となっている。

図表 A－ 46 暮らしたいまちに求める「要素」 
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８. 回答者の属性 

(1) F０ 現住地の居住年数 

「３年」の割合が最も高く 28.7%となっている。次いで、「２年（25.5%）」、「１年（17.2%）」
となっている。

図表 A－ 47 希現住地の居住年数 

(2) F１ 現在のお住まいと、そのお住まいから最も近い駅について 

① 現住所（市内地区） 

「園田地区」の割合が最も高く 26.4%となっている。次いで、「武庫地区（13.5%）」、「立
花地区（13.1%）」となっている。

図表 A－ 48 現住所（市内地区） 
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② 路線 

「JR」の割合が最も高く 43.1%となっている。次いで、「阪急（42.7%）」、「阪神（10.8%）」
となっている。

居住意向別に見ると、「尼崎市内で移りたい」と回答した人は、阪神沿線に居住している

割合が高くなっており、一方「尼崎市外に移りたい」と回答した人は、阪急沿線に居住し

ている割合が高くなっている。

図表 A－ 49 路線 

合計 阪急 JR 阪神 不明

全体 436 42.7 43.1 10.8 3.4
ずっと住み続けたい 136 40.4 44.1 14.0 1.5
当分の間は住み続けたい 196 43.9 44.4 8.7 3.1
尼崎市内で移りたい 17 29.4 41.2 23.5 5.9
尼崎市外に移りたい 31 48.4 35.5 6.5 9.7
転勤等、仕事の都合による 23 34.8 47.8 13.0 4.3
わからない 31 51.6 38.7 6.5 3.2

F1　現住所（最寄り路線）

問8　今後の居
住意向
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③ 最寄り駅 

「阪急武庫之荘駅」の割合が最も高く 22.5%となっている。次いで、「JR塚口駅（22.0%）」、
「阪急園田駅（10.3%）」となっている。

図表 A－ 50 最寄り駅（尼崎市周辺） 
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(3) F２ 以前の住所地（他市町村） 

「大阪市」の割合が最も高く 33.5%となっている。次いで、「西宮市（21.8%）」、「伊丹
市（14.7%）」となっている。

図表 A－ 51 以前の住所地（他市町村） 

(4) F３ 世帯を持ってから（結婚してから）の尼崎市での居住年数 

「３年」の割合が最も高く 26.8%となっている。次いで、「２年（23.9%）」、「１年（17.2%）」
となっている。

図表 A－ 52 世帯を持ってから（結婚してから）の尼崎市での居住年数 
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(5) F４-１ 回答者の性別 

「女」の割合が最も高く 49.8%となっている。次いで、「男（48.9%）」となっている。

図表 A－ 53 回答者の性別 

(6) F４-２ 回答者の年齢 

「35～39歳」の割合が最も高く 20.4%となっている。次いで、「30～34歳（18.1%）」、
「40～44歳（13.1%）」となっている。

図表 A－ 54 回答者の年齢 
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(7) F４-３ 子どもの数 

「２人」の割合が最も高く 44.3%となっている。次いで、「１人（39.9%）」、「３人以上
（14.2%）」となっている。

図表 A－ 55 子どもの数 

(8) F４-４ 子どもの年齢区分 

「未就学児」の割合が最も高く 77.1%となっている。次いで、「小学生（26.4%）」、「中
学生（6.0%）」となっている。

図表 A－ 56 子どもの年齢区分 
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(9) F５ 回答者の職業等 

「会社員・公務員（正規雇用）」の割合が最も高く 58.7%となっている。次いで、「パー
ト・アルバイト（15.8%）」、「家事専業（14.2%）」となっている。

図表 A－ 57 回答者の職業等 

(10) F５-２ 回答者の職業等の産業分類  

（F5 職業等で「自営業（家業の手伝い含む）」「会社員・公務員（正規雇用）」「パート・アルバイト」「医師,

弁護士等の専門職」と回答した方のみ） 

「医療,福祉」の割合が最も高く 17.8%となっている。次いで、「製造業（17.5%）」、「そ
の他サービス業（14.7%）」となっている。

図表 A－ 58 回答者の職業等の産業分類 
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(11) F６ 通勤通学先（自治体） 

「大阪市」の割合が最も高く 28.9%となっている。次いで、「尼崎市（23.6%）」、「神戸
市（7.3%）」となっている。

図表 A－ 59 通勤通学先（自治体） 

(12) F７ 配偶者の職業等 

「会社員・公務員（正規雇用）」の割合が最も高く 47.5%となっている。次いで、「家事
専業（19.0%）」、「パート・アルバイト（11.9%）」となっている。

図表 A－ 60 配偶者の職業等 
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(13) F８ 結婚前の居住経験 

① 回答者の結婚前の居住経験 

「ない」の割合が最も高く 62.6%となっている。次いで、「ある（33.3%）」となってい
る。

図表 A－ 61 回答者の結婚前の居住経験 

② 配偶者の結婚前の居住経験 

「ない」の割合が最も高く 60.8%となっている。次いで、「ある（28.0%）」となってい
る。

図表 A－ 62 配偶者の結婚前の居住経験 
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(14) F８-２ 結婚前の居住経験の時期  

（Ｆ８で「ある」と回答した方のみ） 

① 回答者の結婚前の居住経験の時期 

「大学卒業（22歳頃）以降」の割合が最も高く 68.3%となっている。次いで、「大学入
学時等（18歳頃）～大学卒業（22歳頃）まで（62.1%）」、「中学校入学時～中学校卒業ま
で（60.7%）」「高等学校入学時等（16歳）～高校卒業（18歳頃）まで（60.7%）」となっ
ている。

図表 A－ 63 回答者の結婚前の居住経験の時期 

② 配偶者の結婚前の居住経験の時期 

「大学卒業（22歳頃）以降」の割合が最も高く 68.0%となっている。次いで、「小学校
入学時～小学校卒業まで（50.8%）」「高等学校入学時等（16歳）～高校卒業（18歳頃）ま
で（50.8%）」「大学入学時等（18歳頃）～大学卒業（22歳頃）まで（50.8%）」となって
いる。

図表 A－ 64 配偶者の結婚前の居住経験の時期 
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(15) F８-３ 尼崎市との関わり  

（Ｆ８で「ない」と回答した方のみ） 

① 回答者の尼崎市との関わり 

「本・テレビ・ウェブ等で尼崎市の情報を見聞きしたことがある」の割合が最も高く

48.4%となっている。次いで、「尼崎市内に買物・観光・レジャーなどで訪れたことがある
（43.6%）」、「特にこれといった接点はない（34.1%）」となっている。

図表 A－ 65 回答者の尼崎市との関わり 

② 配偶者の尼崎市との関わり 

「本・テレビ・ウェブ等で尼崎市の情報を見聞きしたことがある」の割合が最も高く

41.5%となっている。次いで、「特にこれといった接点はない（39.6%）」、「尼崎市内に買
物・観光・レジャーなどで訪れたことがある（35.8%）」となっている。

図表 A－ 66 配偶者の尼崎市との関わり 
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(16) F９ 親の居住 

① 回答者の親の居住 

「住んでいない」の割合が最も高く 70.0%となっている。次いで、「住んでいる（26.6%）」
となっている。

図表 A－ 67 回答者の親の居住 

② 配偶者の親の居住 

「住んでいない」の割合が最も高く 71.1%となっている。次いで、「住んでいる（19.7%）」
となっている。

図表 A－ 68 配偶者の親の居住 
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(17) F10 尼崎市から引っ越す前・引っ越した後のお住まいの種類等 

① 住まいの種類 

引っ越し前は、「借家（マンション等）」の割合が最も高く 67.0%となっている。次いで、
「社宅や寮（11.5%）」、「持家（マンション等）（9.4%）」となっている。
引っ越し後は、「持家（戸建て）」の割合が最も高く 40.1%となっている。次いで、「持家
（マンション等）（29.1%）」、「借家（マンション等）（20.9%）」となっている。

図表 A－ 69 住まいの種類 

② 住居の広さ（延床面積） 

引っ越し前は、「40～60 ㎡未満」の割合が最も高く 27.8%となっている。次いで、「60
～80㎡未満（27.5%）」、「わからない（21.3%）」となっている。
引っ越し後は、「60～80 ㎡未満」の割合が最も高く 30.0%となっている。次いで、「わ
からない（18.8%）」、「80～100㎡未満（16.3%）」となっている。

図表 A－ 70 住居の広さ（延床面積） 
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③ 間取り 

引っ越し前は、「２ＤＫ・２ＬＤＫ・３Ｋ」の割合が最も高く 40.1%となっている。次い
で、「３ＤＫ・３ＬＤＫ・４Ｋ（34.6%）」、「１ＤＫ・１ＬＤＫ・２Ｋ（18.3%）」となって
いる。

引っ越し後は、「３ＤＫ・３ＬＤＫ・４Ｋ」の割合が最も高く 72.9%となっている。次い
で、「２ＤＫ・２ＬＤＫ・３Ｋ（15.4%）」、「１ＤＫ・１ＬＤＫ・２Ｋ（1.4%）」となってい
る。

図表 A－ 71 間取り 

④ 敷地面積（※戸建ての方のみ） 

引っ越し前は、「わからない」の割合が最も高く 26.1%となっている。次いで、「150㎡
以上（17.4%）」、「70㎡未満（13.0%）」となっている。
引っ越し後は、「わからない」の割合が最も高く 32.2%となっている。次いで、「100～

150㎡未満（23.5%）」、「80～100㎡未満（16.4%）」となっている。

図表 A－ 72 敷地面積（※戸建ての方のみ） 
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(18) F11 引っ越し前・引っ越し後のお住まいの取得価格・家賃 

⑤ 【持ち家】住居の取得価格 

引っ越し前は、「2,500～3,000万円未満」の割合が最も高く 29.6%となっている。次い
で、「2,000万円未満（16.7%）」、「2,000～2,500万円未満（13.0%）」「3,000～3,500万円
未満（13.0%）」となっている。
引っ越し後は、「3,500～4,000万円未満」の割合が最も高く 30.8%となっている。次い
で、「3,000～3,500 万円未満（19.2%）」、「4,500～5,000 万円未満（15.6%）」となってい
る。

図表 A－ 73 住居の取得価格 

⑥ 【借家】月額の家賃・共益費含む 

引っ越し前は、「7～8万円未満」の割合が最も高く 20.9%となっている。次いで、「6～
7万円未満（16.9%）」「8～9万円未満（16.9%）」となっている。
引っ越し後は、「7～8万円未満」の割合が最も高く 22.2%となっている。次いで、「8～

9万円未満（18.2%）」、「6～7万円未満（17.2%）」となっている。

図表 A－ 74 月額の家賃・共益費含む 
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(19) F12 現在、地域の組織に入っているか 

「いいえ」の割合が最も高く 63.5%となっている。次いで、「はい（34.2%）」となって
いる。

図表 A－ 75 現在、地域の組織に入っているか 
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９. 自由記述 

自由記述について、カテゴリーごとの意見の件数と、代表的な意見については、以下の

通り。

図表 A－ 76 自由記述整理結果 

カテゴリー 代表的な意見
1.子育て関係
（23件）

・医療や福祉、教育等、子育てしやすい町になるようにアンケートが役立つことを願っていま
す。
・保育の認定区分の就労条件の改善を求めます。待機児童問題も改善を求めます。
・母子の支援に対するルール（特に医療について）が厳しいと思います。子供は病院にすぐ連れ
ていきますが、自身が病気の時は我慢さぜるを得ません。シングルだと自分が体を壊すと家計が
うまくまわらないので、もう少し配慮があればありがたいです。

2.教育関係
（13件）

・小学校では和式トイレがない学校もあり今後子供を就学させるにあたり心配があります。校舎
自体の建て替えは難しいと思いますが、トイレは洋式に変えるなどの対応をしていただけると安
心して就学させることができるかなと思います。
・子育て世帯を増やして教育に力を入れて欲しいです。教員の仕事が増えている中圧倒的に人の
力が不足しています。教育の力をしっかりしてほしいです。
・子どもの教育にはやや不安です。より良い街づくり期待しています。

3.治安・マナー関係
（22件）

・治安対策については概ね満足しており、体感としても良くなっているかと思います。子育て関
係についても熱心に取組んで頂いてると思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。
・阪神沿線のイメージが未だに悪いと感じます。最近でも発砲事件があり怖いです。このイメー
ジが払拭されない限り、尼崎のイメージは本当の意味で改善されないと思います。
・小学校付近での歩き煙草が多すぎます。生徒が通学中でも、平気で吸っています。せめて登下
校時間だけでも、もう少し厳しくしてほしいです。
・子どもを育てる環境とは言いがたい。自分も幼少期尼崎で育ったがとても嫌だった。治安・マ
ナーを何とかして欲しい。

4.環境関係
（7件）

・環境改善期待しています。
・これまで特に尼崎とはつながりはありませんでしたが、イメージは犯罪と公害の街でした。今
住んでいる田能は自然にあふれた場所です。利便性と自然が同時に手に入り子育てには最高で
す。あとはこののどかな田園風景が無くならないことを祈るばかりです。

5.市のイメージ関係
（8件）

・尼崎は特に県外の方からのイメージの悪さが根強いです。阪急沿線やJR沿線は良いですが阪神
沿線に関しては市民の目から見てもイメージが悪いです。そこを改革しない限り尼崎のイメージ
は変わらないです。
・尼崎に持っていた悪いイメージが、住んでみて変わりました。今後もアンケート等を参考にし
て頂きより向上していけるよう尼崎市に期待しています。長く住みやすい街へお願いします。
・尼崎への引越しを伝えるとだいたい反対でした。最近イメージUPしていると思うので、もっと
頑張って欲しいです。将来子どもが胸張って「尼崎育ちです」といえるようになるとよいです。

6.アンケートそのもの
への意見

（19件）

・問いに対して答えたい内容のものが幾つかありました。私は神戸市からの転居者ですが、これ
から住み続ける、住み続けていきたいのでアンケートや市の活動には積極的に参加したいです。
・このアンケートが本当にこれから役立つのか疑問です。こんなことにお金をかけるならもっと
他にすることがあると思います。
・良くしようという意図が感じられる。啓発的な役割があると思いました。

7.その他
（31件）

・親の住んでいるマンションに引越すことになり今に至ります。夫婦2人とも尼崎育ちなので知
り合いも多く住みやすい町と感じております。
・尼崎に来てよかった。
・古い建物が多く（特に北側）、街灯もない。図書館が無くなったため作って欲しい。南側ばか
りでなく北側も手を付けて欲しい。
・結婚後、社宅に住むため尼崎を出ましたが、やはり尼崎を忘れられず２年後に戻ってきまし
た。色々なイメージはあると思いますが、地元民にとっては素敵な街だと思います。
・より良い街への変化を期待します。


